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˔৬ਓのٕΛՊ学తʹੳͨ͠աఔΛʮ学తલஹఆ "*ʯͱཱͯ֬͠͠ɺͦ のج൫ٕज़ΛΈࠐΜͩɺʮ৬
ਓڭҭγεςϜʯʹΑͬͯɺٕ のशख़のՄࢹԽʹ成ޭ͠ɺੜ্ੑ࢈のࠐݟΈཱ͕ͭ͜ͱΛ֬ೝͨ͠ɻ

ʮ̝学తલஹఆ "*ʯΛࠐΈιϑトΣΞͱ࣮ͯͨ͠͠ϩϘοトࠪݕγεςϜΛߏங͠ɺۀ܇࿅
ࢧԉʹཱͯΔͨΊɺۀঢ়گのܭଌධՁΛͱʹͯ͠タεΫσータ・ใベーεΛߏஙͨ͠ɻ

国ཱڀݚ開発法ਓཧԽ学ڀݚ所

インフラྖҬʹ͓͚Δ৬人ͷ技ͷ
ঝڭ育システム

"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンʹΑΔऔΓΈ

本のイϯϑϥを͑ࢧて͍る༏लͳ৬人の人ࡐෆ

、ྸߴԽにରԠすることをతに、৬人の技をՊֶత

にੳ。ͦの断աఔを、AI で࠶構ஙした基盤技術「

ֶతલஹఆ AI」として֬立した。この基盤技術をι

ϑτΣΞとしてΈࠐΜͩ、「৬人ڭҭγεςϜ」を

構ஙするとともに、SIP 第 1期で開発・վྑ͞れたイϯ

ϑϥܭଌデバイε（.I..おΑͼϨーβーଧԻ）にର

して、「ֶతલஹఆ AI」をデバイεࠐΈιϑτ

ΣΞとして実したϩϘッτࠪݕγεςϜを構ஙした。

「৬人ڭҭγεςϜ」を用͍て܇࿅をड͚た৬人の࠷ऴ

断と、ϩϘッτࠪݕγεςϜにΑるࢧԉγεςϜとの

࿈ܞにΑり、SPDJFUZ���0 にお͍て実ݱをࢦすイϯϑ

ϥࠪݕの $PSˎ�（$ZCFS�PIZTJDBM�SZTUFN）ࣾܕձ実

。したݱଶを実ܗ

（1） ࣮ 期間ࢪ
2018 年度ʙ 2022 年度

（2） ࣮ 法ํࢪ
認తイϯタϥΫγϣϯにΑる৬人技の研究を基本

に、イϯϑϥྖҬにお͚る৬人技の承ڭҭと機ցԽ（ϩ

ϘッτԽ）に͍ͭて、全ମ構のग़ޱ（ࣾձ実）に

かって֤研究ςーϚを行し、研究のϑϩーを作成した

ʢਤ �ʣ。本研究は、ਤ �にお͍て「人にΑる断」でࣔ

͞れたϑϩーにରԠし、ҎԼの 2の開発を行った。

�ʣインϑϥϝンςφンεʹ͓͚Δ৬ਓのٕのղੳ͓Α

ͼ体ܥԽʹؔ͢Δڀݚ開発ʢཧԽ学ڀݚ所ʣ

作業ಈըऩूのためのΣΞϥϒルΧϝϥγεςϜ開

発と、作業ಈըから技データをੜ成、ॲཧするιϑτ開

発にΑって本研究をਐめた（྆ऀを合Θͤて৬人技デー

タऩूγεςϜとݺͿ）。લऀでは、作業ऀのෛՙを

ޙ。ͣ͞にಈըऩूするγεςϜ開発をਐめた૿ྗۃ

ऀでは、作業؍とฉき取りにΑる技の要ૉのಛఆのの

ͪ、ͦれらのデータԽ（技データ）と、技データから人

の断要ૉのநग़を実ݱするΞルΰϦζϜ開発をਐめ

た。

�ʣՊ学తख法ʹཪ付͚ΒΕͨインϑϥϝンςφンεڭ

ҭγεςϜの開発ʢཧԽ学ڀݚ所ʣ

Ϛγϯ（ڭҭγεςϜ）にΑる技術शಘの手法֬立と、

研究ͷత1

期間ͱํ法2ࢪ࣮

ˎ� 現実世界でセンサーが収集した情報をサイバー空間で活用して解析し、経験やצではなく定量的な分析でさまざまな産業に役立てる取
り組み。
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"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンʹΑΔऔΓΈ
インϑϥྖҬʹ͓͚Δ৬ਓのٕのঝڭҭγεςϜ

ਤ のϑϩーνϟートڀݚ　��

ͦれを実ݱするγεςϜの開発にΑって本研究をਐめ

た。લऀに͍ͭては、実ࡍのڭҭํ法のฉき取りݱ

でのڭҭମݧを௨してਐめた。ऀޙに͍ͭては、̍）に

Αる৬人技データऩूγεςϜに、技データと断要ૉ

をՄࢹԽする技術のಋೖͳͲ、ڭҭޮ果（ੜ産ੑ）を্

͛る機をՃಋೖするํでਐめた。また、γεςϜ

の用ํ法ޮ果、Ԡ用に͍ͭては、ݕһからのฉき

取りௐࠪをもとにվળして͍͘ํ法をとった。

（1）  インフラϝンテφンスʹ͓͚Δ৬人ͷ技ͷղ
ੳ͓Αͼମܥ化ʹ関͢Δ研究開発（理化学研
究所）
ҎԼのͭࡾの成果を͛ڍた。

w܇�࿅ڥ（ࣨでࢼڙମを用）にて、ଧԻݕ作業

から৬人技の要ૉ（୳ࡧの技、ࠐߜΈ・ਪఆの技、Ի

ฉき͚の技）をऩूするΣΞϥϒルΧϝϥと、Ϟ

バイル P$からͳるγεςϜの実ূ機を成ͤ͞た。

本研究ͷ成果3
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ਤ ࢠの༷༺ҭγεςϜڭ　�
ウェアラブルカメラ（ࠨਤ矢印）でࡱった作業動画がその場でソフトウェア EyelexTablet を搭載したモバイル PC（ӈਤ矢印）に転送、処理
される

ۀ࡞ ॲཧ݁果֬ೝ

ਤ�　ऩ集ͨ͠ۀ࡞σータ
ϓϩοト͕ϋンϚーଧܸɺྖࢵҬ͕ݕһ͕断ͨ͠ҟৗྖҬʹରԠɺ֤ϓϩοト͝ͱʹଧܸԻ͕付属

w�実ࡍのτϯネルݱにお͚るଧԻݕ作業から৬人技

をऩूするΣΞϥϒルΧϝϥと、Ϟバイル P$から

ͳるγεςϜに͍ͭて、実ূ機を成ͤ͞たʢਤ �ʣ。

w�৬人技のデータԽと、ͦこからݕһにΑる断աఔ

と断基४をநग़するιϑτΣΞ（EZFMFY）を成

ͤ͞た。

（2）  科学తख法ʹཪ͚ΒΕたインフラϝンテφ
ンスڭ育システムͷ開発（理化学研究所）
ΣΞϥϒルΧϝϥと、ιϑτΣΞ（EZFMFY5BCMFU）
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"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンʹΑΔऔΓΈ
インϑϥྖҬʹ͓͚Δ৬ਓのٕのঝڭҭγεςϜ

をࡌしたϞバイル P$�からͳる、ڭҭγεςϜを成

ͤ͞たʢਤ �ʣ。ݕの技である、୳ࠐߜ、ྗࡧΈ・ਪఆྗ、

Ի断ྗの �要ૉをՄࢹԽするとともに、ͦれらにΑ

る総合断ྗをείΞとしてදࣔした。ͦの݁果、新人

とख़࿅ऀの技（शಘ度）のҧ͍を、ՄࢹԽイϝーδとε

ίΞにΑってൺֱすることがՄとͳったʢਤ �ʣ。ڭ

ҭ܇࿅では、ΣΞϥϒルΧϝϥきϔルϝッτをண

して作業を実施ޙ、ͦのでείΞを֬認できるととも

に、ݮのཧ༝をͭࡾの要ૉ技のείΞからཧղし、技

術शಘを一人でਐめることができる手法を開発した。

ͳお、本γεςϜのੜ産ੑ্はҎԼでੵݟもること

ができる。มঢ়ఆにて、ख़࿅ऀがڭतする߲を、ଧ

Իとͻͼׂれ構の૬ؔੑ、ܦ、ڥ年、施法とԾఆし、

ҭγεςϜでΞγετする部を「ଧԻとͻͼׂれ構ڭ

の૬ؔੑ」の一部とする。ͦれが、ڭतする߲のத

でめる࣌間తͳׂ合は �0�とࠐݟめるため、ڭҭγ

εςϜは৬人1人の࿑ྗにରして0�� 人の࿑ྗに૬

する。本γεςϜをैདྷのڭҭとซ用することで等Ձత

にख़࿅ऀは 1�� 人の࿑ྗを༗することにͳり、৬人の

2年のڭҭ期間にରしてख़࿅ऀを 1�� 人てることが

できるため、ڭҭ期間は 1�� 年（2 年 �1�� 人）に

ॖすることができる。これからڭҭγεςϜをಋೖする

ことでੜ産ੑは 1���（2年 �1�� 年）とੵݟもられる。

ඃଧ໘ը૾্のଧܸとਵするϋϯϚーଧԻのデ

δタルデータԽの技術、ͦれに基ͮ͘、ख़࿅ऀのଧԻ

ݕの技と断աఔおΑͼ基४をՄࢹԽする技術を開発

した。これにΑり、ख़࿅ऀからの技のशಘに͍ͭて、こ

れまでࠔであったੜెのࣗश・෮शֶशがՄにͳっ

た΄か、ֶशのがಘられるੜెのに੍ݶがͳ͘ͳっ

た。ͦの݁果、ޮతͳ技術शಘの܇࿅を実ݱでき、

。һのҭ成ଅਐに期できるݕ

この技術は、ݕ業務のࢧԉにԠ用できる͚ͩでͳ͘、

ଧԻにཔる΄かのݕ用్にもԠ用が期できる。

·ͱΊͱޙࠓͷల4

ਤ �　タϒϨοト PCʹ表ࣔ͞Εͨ༻者ʢࠨʣͱख़࿅৬ਓʢӈʣのٕʢ୳ྗࡧͱࠐߜΈ・ਪఆྗʣのൺֱのྫ
探索力はԫ色線領域で、絞込み・推定力は色とೱ୶で、スコアは赤字で表示されている
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本のイϯϑϥを͑ࢧて͍る༏लͳ৬人の人ࡐෆ

、ྸߴԽにରԠすることをతに、৬人の技をՊֶత

にੳ。ͦの断աఔを、AI で࠶構ஙした基盤技術「

ֶతલஹఆ AI」として֬立する。この基盤技術をι

ϑτΣΞとしてΈࠐΜͩ、「৬人ڭҭγεςϜ」を

構ஙするとともに、SIP 第 1期で開発・վྑ͞れたイϯ

ϑϥܭଌデバイε（.I..おΑͼϨーβーଧԻ）にର

して、「ֶతલஹఆ AI」をデバイεࠐΈιϑτ

ΣΞとして実したϩϘッτࠪݕγεςϜを構ங。「৬

人ڭҭγεςϜ」を用͍て܇࿅をड͚た৬人の࠷ऴ断

と、ϩϘッτࠪݕγεςϜにΑるࢧԉγεςϜとの࿈ܞ

にΑり、SPDJFUZ���0 にお͍て実ݱをࢦすイϯϑϥݕ

ࠪの $PSˎ�（$ZCFS�PIZTJDBM�SZTUFN）ࣾܕձ実ܗଶ

を実ݱする。

（1） ࣮ 期間ࢪ
2018 年度ʙ 2022 年度

（2） ࣮ 法ํࢪ
認తイϯタϥΫγϣϯにΑる৬人技の研究を基本

に、イϯϑϥྖҬにお͚る৬人技の承ڭҭと機ցԽ（ϩ

ϘッτԽ）に͍ͭて、全ମ構のग़ޱ（ࣾձ実）に

かって֤研究ςーϚを行して研究のϑϩーを作成した

ʢਤ �ʣ。本研究はਤ̍にお͍て「৬人技の研究」「ࣗಈ

断γεςϜ」にࣔ͞れる。

本研究では、τϯネルのݕで行ΘれるଧԻࠪݕの機

ցԽをਪਐするために、ਤ̎、ਤ̏にࣔす 2ͭのܭଌ

デバイε（.I..、ϨーβーଧԻ）からಘられるデータ

を断するための AI を開発するとともに、AI にΑり

ఆしたデータをొしڞ༗するためのデータϕーεを開

発した。௨ৗのଧԻࠪݕでは、ࠪݕһがτϯネルน（෴

研究ͷత1 期間ͱํ法2ࢪ࣮

ʮ̝学తલஹఆ "*ʯΛࠐΈιϑトΣΞͱ࣮ͯͨ͠͠ϩϘοトࠪݕγεςϜΛߏங͠ɺۀ܇࿅
ࢧԉʹཱͯΔͨΊɺۀঢ়گのܭଌධՁΛͱʹタεΫσータ・ใベーεΛߏஙͨ͠ɻڙ༻த
のಓ࿏トンωルΛରͱͨ͠ຊ "* のݧࢼূݕͰɺࠪݕһʹΑΔ݈શఆΛ ��ˋҎ্のਫ਼Ͱݱ࠶
͢Δ͜ͱʹ成ޭͨ͠ɻ加͑ͯɺσータղੳؒ࣌のॖʹΑΓɺैདྷͱൺֱͯ͠ ���ˋのੜੑ࢈の
ΕΔɻຊ·ࠐݟ্͕ "* Ͱఆͨ݁͠果Λσータベーεʹొ͢Δ͜ͱͰɺෳのࠪݕஔの࿈ܞΛ容
қͱ͠ɺ͔ͭσジタルσータͱͯ͠ଞ者ͱのใڞ༗ΛՄͱͨ͠ɻ

ଌαーܭの画૾ࠪݕଌܭଌαーϏεܭγεςϜのثػɺҰ࿈の͗ܧ成果ΛҾ͖ڀݚΒ͔ؔػ参画ڀݚ˔
Ϗεͱ࿈٬ސͯ͠ܞʹҾ͖͞ΕΔΑ͏ʹͨ͠ɻ

会ࣾϑΥトンϥࣜגɺߏػ開発ڀݚՊ学ٕज़ࢠ開発法ਓྔڀݚ会ࣾɺ国ཱࣜגࠪݕଌܭ
ϘɺҰൠࣾஂ法ਓࣾ会ج൫ใྲྀ௨ਪਐٞڠ会

インフラྖҬʹ͓͚ΔଧԻ検査ͷ
機ց化ͷ推進ͱ社会࣮

"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンʹΑΔऔΓΈ

ˎ� 現実世界でセンサーが収集した情報をサイバー空間で活用して解析し、経験やצではなく定量的な分析でさまざまな産業に役立てる取
り組み。
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"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンʹΑΔऔΓΈ
インϑϥྖҬʹ͓͚ΔଧԻࠪݕのػցԽのਪਐͱࣾ会࣮

ਤ のϑϩーνϟートڀݚ　��

ਤ �　�.PCJMF�*NBHJOH�UFDIOPMPHZ���.PCJMF�.BQQJOH�TZTUFN
� ʢ.*..ʣ

ਤ �　ϨーβーଧԻࠪݕஔ

が必要と断したՕॴ（ͻݕで֬認し、ࢹ໘）を

ͼ等がある）をϋϯϚーでୟ͍て部に空ಎͳͲのܽؕ

が無͍かを断して͍る。.I..は、行しͳがらτ

ϯネル෴໘のࣸਅをࡱӨするデバイεであり、本研究

で開発した AI（ਤ �の EP+�AI）にΑりݕが必要ͳՕ

ॴをநग़し、ϨーβーଧԻにࣔࢦをग़す「ࠪݕһの」

としてのಇきをする。ϨーβーଧԻは、ϋϯϚーのΘ

りにۙ֎ઢのύルεϨーβーをίϯΫϦーτද໘にর

ࣹすることでৼಈをྭىし、ͦのৼಈを「ࠪݕһのࣖ」

に૬するϨーβーυッϓϥーৼಈܭଌにΑりܭଌし、

EP+�AI にΑりίϯΫϦーτの݈全度をఆする。

�ʣ画૾ܭଌʹΑΔݥةՕ所のߴਫ਼ந出ʹؔ͢Δڀݚ

開発ʢܭଌࣜגࠪݕ会ࣾʣ

ۙ年、一部のಓ࿏ఆ期ݕでは、行ܕϩϘッτࡱӨ

技術を用͍て人にΑるը૾断を行って͍る。ͦのը૾

のݥةՕॴਪఆਫ਼度・度の্をਤった。৬人技のू

ੵであるݕ要ྖࡌهの基४のうͪ、ͻͼׂれดޱとด

、しͦうͳՕॴ、また、ͻͼׂれҎ֎（࿙ਫ、༡ੴփޱ

δϟϯΧ、ิम、લճුきՕॴのνϣーΩϯグғ͍）

をఆするը૾ϕーεఆ技術を֬立した。

ਖ਼ղデータにྨࣅする、ݕޡग़のӨڹがあるֶशデー

タをݟし、 10ສݸのサϯϓルにΑるֶशを行った。

ը૾ܭଌγεςϜでࡱӨ取ಘ͞れたτϯネルのࡱӨల開

ը૾に発ੜして͍る࿙ਫ、༡ੴփͳͲのྼԽՕॴを

.AS,�3$NNˎ�ϕーε AI を用͍てࣗಈநग़する技術を

ˎ� 入力された画像の中から、あらかじめ指定された種類の物体を認識してその位置などを特定するアルゴリズム。
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構ஙした。

度に͍ͭては、ݱঢ়手法のྼԽをը૾から人ྗτϨ

ーεする作業を AI நग़でࢧԉすることで作業度の

্をਤった。

τϯネルܕのಓ࿏τϯネルを行ࡍऴ年度では、実࠷

ݕઐ用ं（.I..）でܭଌし、ϨーβーଧԻγες

Ϝとの࿈ܞ用に、AI நग़͞れたݥةՕॴҐஔデータͳ

Ͳの֤छϝタデータを作成してデータϕーεొ。ͻ

ͼׂれとͦの΄かมঢ়のநग़からಘられる、複合มঢ়の

。ਪఆを行ったੑݥة

�ʣϨーβーଧԻʹΑΔίンΫϦート内෦ܽؕのߴਫ਼

断ʹؔ͢Δڀݚ開発ʢྔࢠՊ学ٕज़ڀݚ開発ߏػʣ

ϨーβーଧԻࠪݕでは、ύルεϨーβーのরࣹにΑり

発ੜしたίϯΫϦーτද໘のඍऑͳৼಈをผのϨーβー

を用͍てԕִからܭଌし、ͦのৼಈをղੳすることで、

ܽؕのݕを行う。ίϯΫϦーτ部にうき等のܽؕが

ある合、部にൖしたৼಈがܽؕҐஔでࣹ・ׯব

することでڞ໐ৼಈがੜ͡、ಛఆのप成がݱ͘ڧ

れる（ӽ）ため、このपのӽからܽؕをݕす

る。このܽؕݕのݪཧは௨ৗのଧԻࠪݕとಉ༷であり、

が期できるが、本研究Ҏલでは、ܽؕの༗ੑޓ͍ߴ

無のΈのఆであり、また機ցԽಛ༗の৴߸ϊイζにى

ҼするεϖΫτルのӽにΑるޡఆと͍った՝があ

った。本研究では、国ަ௨লのಓ࿏τϯネルݕ要ྖ

に४ڌしたଟஈ֊（ᶗɿ݈全、ᶘɿ要؍、ᶙɿमસਪ

）の݈全度にϊイζఆをՃ͑た �ஈ֊のఆにର

Ԡする AI を開発した。ࠪݕһのఆをݱ࠶する AI の開

発でॏ要とͳるのは、実構に発ੜするܽؕの構を

һにΑࠪݕしͭͭܽؕの構が໌らかであり、かͭݱ࠶

り݈全度がධՁ͞れたࢼڙମを用͍てࢣڭデータをੵ

することである。ίϯΫϦーτֶのઐՈおΑͼݱ

のࠪݕһとڞಉで新たにࢼڙମを開発し、これを用͍て

AI のֶश用にৼಈデータをੵし、ݱのࠪݕһにΑ

るఆを �0ˋҎ্のਫ਼度でݱ࠶することをඪとした。

開発した AI を実ࡍに用͞れて͍るಓ࿏τϯネルから

ಘられたৼಈデータにద用し、ࠪݕһのఆとൺֱする

ことでఆਫ਼度のূݕを行った。

�ʣインϑϥϝンςφンεのͨΊのσータベーεの૬ޓ

࿈ܞϓϥοトϑΥーϜʹؔ͢Δڀݚ開発ʢࣾ会ج൫

ใྲྀ௨ਪਐٞڠ会ʣ

2020 年度のϞッΫΞッϓ༷Ҋをもとに、ը૾ܭ

ଌデータとϨーβーଧԻデータを࿈ܞするデータϓϥッ

τϑΥーϜのϓϩτタイϓを構ஙし、サϯϓルデータを

もとにಈ作֬認した。また、ϢーβーイϯターϑΣーε

ը໘දࣔする༰ͳͲをվળするとともに、কདྷతͳ

実ӡ用をݟਾ͑ての՝おΑͼରԠҊに͍ͭてཧし

た。ରԠҊとして、ϨーβーଧԻ࣌にݥةՕॴのܭଌ༏

ઌ度を、τϯネル୯ҐにՃ͑てεύϯ୯Ґでもఏࣔでき

るΑうにする、τϯネルの௨৴ڥがѱ͍ॴでも利

用できるΑうΦϑϥイϯでの利用をՄにする、ͳͲを

ࣔした。また、ϓϩτタイϓの構ஙにあΘͤ、データϕ

ーε༷書ҊのվఆおΑͼデータྲྀ௨ϞデルΞーΩςΫ

νϟҊを作成した。

�ʣ学తલஹఆ"* Λ載ͨ͠インϑϥࠪݕγεςϜ

等のԽͱݱ場ద༻ʢࣜג会ࣾϑΥトンϥϘɿ࣮ ࢪ

����　ؒظ 年ʙ���� 年ʣ

基ૅ技術の研究とࣾձ実の྆立のため、201��年�8�

݄（SIP 第̍期の第 �年度）にཧ研ϕϯνϟー「ϑΥτ

ϯԠ用ܭଌ研究ॴ」をઃ立。ޙに、ࣜגձࣾϑΥϯτϥ

Ϙに໊ࣾมߋした。

で実ݱձࣾϑΥτϯϥϘでは、ಓ࿏τϯネルのࣜג

ূ実ݧࣾձ実を行͍、ੑݶք՝をநग़してվ

ྑのํੑをݟग़し開発νーϜにϑΟーυバッΫした。

ϨーβーଧԻࠪݕஔを 8かॴのݱにࠐͪ࣋Έ、う

きݕग़のݶքྫࣄ「部おΑͼิطमՕॴ」を研究ऀ

とともに取ಘして՝ղܾに͍ͭてٞڠした。ը૾ܭଌ

にؔしては、ݱからのը૾データをରに、ͻͼׂれ

நग़する研究開発の՝ղܾに͍ͭて、ϨーβーଧԻと

の࿈ܞӡ用にΑるࣾձ実サイυからٞڠした。

ҭγεςϜに͍ͭては、ϓϩτタイϓをڭ 1かॴの

用しͳがら՝としてઐՈがݱ、Έࠐͪ࣋にݱ

の「ଧのࢹքはͣれ」を発ݟし、開発νーϜにϑΟー

υバッΫした。新し͍用్として、「ઐՈಉ࢜のٞڠ

用データऩू・ղੳஔ」をఏҊした。

ग़ޱઓུとして、研究ࢀը機ؔから研究成果をҾきܧ

業と໖ີͳઓུا・する機ؔؔ、て͚にࢢ֤、͗

構のԼでఏؔྗڠ・ܞを構ங。一࿈の機ثγεςϜ

のܭଌサービεは、ܭଌࠪݕのը૾ܭଌサービεと࿈ܞ

して٬ސにҾき͞れるΑうにしたʢਤ �ʣ。
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（1）  ը૾計測ʹΑΔݥةՕ所ͷߴਫ਼度நग़ʹ関͢
Δ研究開発（計測検査株式会社）

�ʣͻͼׂΕͱɺͦ の΄͔のมঢ়の"* ࣗಈந出

行ܕτϯネルݕઐ用ं（.I..）でಘられるࡱ

Өల開ը૾から、ͻͼׂれは、6�NFˎ�ϕーεの AI ந

ग़手法を用͍てಠࣗのઢݕग़ΞルΰϦζϜを構ஙした。

ਤ̑に、ల開ը૾、AI にΑるݥةՕॴのநग़、ݥةՕ

ॴの̏ݩ࣍දࣔのྫをࣔす。ը૾からྼԽを人ྗでτϨ

ーεする作業を 100ˋとして、AI நग़がؔ༩するのが

ͦの 80ˋに૬するため AI நग़のඪをݱ࠶ �ˋ

のৼれ෯をもたͤて �� ʙ 80� にઃఆし、݁果として

����ˋのݱ࠶நग़がಘられた。ͦのଞมঢ়は.AS,�

3$NN ϕーεの AI நग़手法を用͍てྖҬׂΞルΰϦ

ζϜを構ஙし、�1ˋの AI をಘられた。ඪにରݱ࠶

してະୡであったが、ܽଛՕॴに一部ը૾がෆ໌ͳՕ

ॴがあったためで、ෆ໌ͳՕॴを͍かに取り除͚るか

が՝であることがかった。ੵΈ্͛にて人でのมঢ়

Օॴのݕग़する࣌間 12�� 間にରして、AI࣌ にΑるࣗಈ

நग़をՃ͑ることでݕग़࣌間が ���� 、間にॖ͞れ࣌

ੜ産ੑとして 。することがかった্ˋ180

�ʣݥةՕ所のఆٕज़

ͻͼׂれとͦの΄かのมঢ়の AI நग़݁果をもとに、

ϝッγϡにお͍て複発ੜܗՕॴをਪఆした。ݥة

する、ྼԽՕॴのҐஔ属ੑにΑるॏΈ͚を行͍、Ճ

本研究ͷ成果3

����年の࣮

ಓ࿏トンωル
����LN

ಋਫ࿏トンωル
����LN

మಓトンωル
����LN
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ਤ �　શ体ઓུਤ

ਤ �　෴ల開画૾͔ΒɺݥةՕ所ਪఆ "* ʹΑΓݥةՕ所Λந出

ˎ� 生物医学のために開発された、深層学習のアルゴリズム。
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ࣜఆにΑるੑݥةの༏ઌॱҐ͚を行った。ුき・

ണͳͲのݥةՕॴの人のఆ݁果にରして、AI の

ఆ݁果一கは �8��� であった。ෆ一கの要Ҽの一ͭ

として人にΑってもݥةの断にうՕॴもؚまれて͍

るためで、必ͣしも人の断が全てਖ਼し͍と͍うことで

はͳ͍と͍うཪ͚とͳった。τϯネルԆ 100Nの

ը૾からน໘全໘のݥةՕॴをࡧݕする作業࣌間を 1�0

間にରして、AI࣌ にてݥةՕॴをਪఆする合のੵΈ

্͛では 0�� 間にॖ͞れ、ੜ産ੑとして࣌ 200�の

্がݟられた。

�ʣσータϓϥοトϑΥーϜݥةՕ所の࿈ܞσータ出

ྗٕज़

するたܞՕॴをϨーβーଧԻγεςϜとデータ࿈ݥة

め、ݥةҐஔの ղੳを行͍、ಛఆ༷ࣜでग़ྗすݩ࣍�

るΑうにした。ը૾ܭଌγεςϜにಉ࣌ࡌしたϨーβ

ーܭଌγεςϜにΑってಘられる ঢ়データをܗݩ࣍�

܈ղੳし、ݥةՕॴҐஔを からݩ࣍2 ඪに࠲ݩ࣍�

มग़ྗした。มग़ྗするデータは、ϨーβーଧԻγ

εςϜで必要ͳݥةՕॴの֯度ڑ、͞ߴ、おΑͼτ

ϯネルにお͚る૬ରҐஔデータをデータϓϥッτϑΥ

ーϜにొできるΑうにした。Ґஔデータとはผに、ࡱ

Өల開ը૾データ、༹Ґஔデータ、τϯネル施

データもొするΑうにした。

�ʣݱ場ূݕ

、のϑΟールυにお͍てݝསࢁ、ݝ੩Ԭ、ݝޱࢁ

.I..ը૾ܭଌのࣄલεΫϦーχϯグ݁果から、AI ة

。を行ったݧࢼՕॴのఆ技術を用͍て実ূݥ

作্صঢ়手法のྼԽをը૾から人ྗτϨーεするݱ

業にൺ、AI 作業のସとした合ࢹԉにΑりࢧ

180�のੜ産ੑ্とͳった。ࣄલεΫϦーχϯグを実

施することで、ਖ਼֬ͳల開ը૾とมঢ়ҐஔのѲにΑり、

มঢ়εέッν作業のݮ、新نมঢ়Օॴのௐࠪ࣌間の

ॖ、ଧԻՕॴの断࣌間ॖにد༩する。

（2）  ϨーザーଧԻʹΑΔコンクリート෦ܽؕͷ
ਫ਼度அʹ関͢Δ研究開発（量子科学技術ߴ
研究開発機構）

�ʣϨーβーଧԻࠪݕʹରԠ݈ͨ͠શఆ"* の開発

ϨーβーଧԻࠪݕஔにΑって取ಘしたίϯΫϦーτ

ද໘のৼಈデータから、ಓ࿏τϯネルݕ要ྖに४ڌし

たଟஈ֊の݈全度ఆを行う AI を開発した。Ϩーβー

ଧԻࠪݕஔにΑりܭଌしたৼಈデータを࣌間ղϑー

ϦエมしてεϖΫτϩグϥϜ（࣌間・प・ڧ度の

、データ）を作成することでϊイζと৴߸をผしݩ࣍�

かͭεϖΫτϩグϥϜのಛྔを AI のֶशٴͼ݈全度

のఆに用した。本 AI に合Θͤて、AI のڭҭ用デー

タのऩू、ֶश、おΑͼఆに用͍るϢーβーイϯター

ϑΣーεをͦれͧれ開発し、これらを౷合することで、

ϨーβーଧԻஔにΑりख़࿅のࠪݕһにΑる݈全度ఆ

をݱ࠶した。

�ʣࣗ વܽؕΛٖͨ͠ίンΫϦートࢼڙ体Λ༻͍ͨڭ

成࡞σータのࢣ

ίϯΫϦーτに発๐ενϩール等をૠೖすることで作

成するैདྷの୯७ͳܗঢ়のٖܽؕではͳ͘、ίϯΫϦ

ーτにֻかるѹྗにΑり発ੜͤ͞たϦΞルͳܽؕを༗

し、かͭ部構の໌らかͳίϯΫϦーτࢼڙମを新た

に開発した。ਤ̒にࣔすΑうに、本ࢼڙମをख़࿅のଧԻ

һにΑり̏ஈ֊の݈全度（ᶗɿ݈ࠪݕ 全、ᶘɿ要؍、ᶙɿ

मસਪ）にྨし、ͦれͧれにϨーβーଧԻࠪݕを行

うことで、ϨーβーଧԻࠪݕஔで取ಘしたৼಈデータ

をྨし、これをࢣڭデータとして、ΈࠐΈχϡーϥ

ルネッτϫーΫֶशすることで݈全度ఆ AI のڭҭを

行った（ֶशに用͍たຌྫは 1000 ఔ度）。

�ʣݱ場ূݕ

を実施ࠪݕ用தのτϯネルにお͍てϨーβーଧԻڙ

し、݈全度ఆ AI のఆਫ਼度の実ূݧࢼを行った。ਤ

̓にࣔすΑうに、取ಘした 18�� のৼಈデータにର

して AI でのఆを行ったݧࢼでは、ࠪݕһにΑるఆ

を基४として、աେఆ ����、աখఆ 0���、ϊイζ

1��� であり、AI にΑるࠪݕһのఆ݁果のݱ࠶ �0��

ˋをୡ成した。

�ʣੜੑ࢈の্

ैདྷのϨーβーଧԻࠪݕでは、データを取ಘする࣌間

にՃ͑て、取ಘしたৼಈデータを全て手作業にΑり֬࠶

認する࣌間を必要として͍る。ྫ͑、10 ʷ 10 

のϨーβーଧԻࠪݕを 100 ճ行った合をఆすると、

これまでのデータの取ಘとղੳにֻかる࣌間のׂ合はお

Αͦ 2�8 である。ఆに AI をಋೖすることで、ղੳに

ֻかる࣌間はにͳることが༧ଌ͞れ、ैདྷの作業

間全ମを࣌ 間とすると、AI࣌10 のಋೖにΑりこれが �

間にॖ͞れるため、ੜ産ੑは࣌ 1�0� に্する。
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ϨーβーଧԻࠪݕஔは、.I..と࿈ܞすることでଧ

Իࠪݕをݱ࠶することをతとしており、ͦれͧれのデ

バイεに AI をಋೖすることで、総合తͳੜ産ੑはࡏݱ

の 1�0�に্することがࠐݟまれる。

（3）  インフラϝンテφンスͷたΊͷデータベース
ͷ૬ޓ࿈ܞϓラットフォームʹ関͢Δ研究開
発（社会基盤情報流通推進協議会）

�ʣ画૾ܭଌσータͱϨーβーଧԻσータΛඥ͚ͮΔ

σータベーεϓϩトタイϓのߏங

本データϕーεのϓϩτタイϓ൛は、ᶃ.I..行

Өల開ࡱॲཧ͞れたτϯネル全ମのੳ・Ճ、ޙଌܭ

ਤ（ը૾データ）とݸݥةॴͳͲの報を取りࠐΈ、ᶄ

τϯネル全ମεύϯผのݸݥةॴͳͲの報をࡧݕ、

දࣔをՄとした。ͦの݁果、ϨーβーଧԻ実施࣌にর

ࣹҐஔൣғをޮతにಛఆͤ͞、ᶅϨーβーଧԻ݁果

もొすることにΑり、.I..にΑるݥةՕॴとϨーβー

ଧԻ݁果をॏදࣔできるγεςϜを構ஙできたʢਤ̔ʣ。

�ʣσータベーεϓϩトタイϓ൛のཁ݅ఆٛॻ等

のデータϕーε構ஙにあたり、.I..ͳͲにΑه্

るτϯネルのݥةՕॴにؔする報をデータϕーεとし

て取りࠐΉࡍの、データ߲データϑΥーϚッτのデ

ータఆٛをઃఆするͳͲ、要݅ఆٛ書等のυΩϡϝϯτ

を作成した。

（4）  工学తલஹఆ AI をࡌしたインフラ検査
システム等ͷ製化ͱݱద用（株式会社フ
ォトンラボ）

�ʣ࣮ ݧ࣮ূ

研究開発ஈ֊での開発成果֬認の実ূ実ݧは࣍のΑう

に行Θれた。

ᶃレーザー打音

2020 年度は � （݅53-� ʙ �）の実ূ実ݧを行った（

ւಓɿ1݅、भɿ2݅、੩Ԭɿ1݅）。2021 年度にͭ

͍ては、�݅（53-�）の実ূ実ݧを行った（ߴಓ࿏ɿ

1݅、一ൠ国ಓɿ1݅、Լమɿ1݅）。2022 年度は 1

݅（53-�
 の実ূ実ݧを行った（一ൠ国ಓɿ̍݅）。

ᶄ MIMM

2020 年度は複（53-� ʙ �）の実ূ実ݧを、ܭଌ

にて実施しݱձࣾのड託業務にΈೖれてࣜגࠪݕ

た。2021 年度も複（53-�）の実ূ実ݧを、ܭଌݕ

。にて実施したݱձࣾのड託業務にΈೖれてࣜגࠪ

�ʣ૯߹࣮ূ࣮͓ݧΑͼެ開

2022 年度に研究ஈ֊の࠷ऴ֬認としてҎԼのΑうͳ

ਤ �　ࣗવܽؕΛࢼڙͨ͠ݱ࠶体Λ༻͍ͨఆ "* の学श

ਤ �　݈શఆ "* ʹΑΔίンΫϦート݈શఆਫ਼のূݕ

ਤ �　�画૾σータ 	.*..
 ͱ݈શఆσータ 	 ϨーβーଧԻ 
 の
࿈ܞのͨΊのσータベーε
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ϨーβーଧԻ、.I..、ڭҭγεςϜの総合実ূ実ݧを

実施した。

ᶃプレ実証実験（2022 年 8 月 25 日）

。の֬認を行ったܞಕτϯネルで技術࿈ݝޱࢁ

ᶄ総合的な公開実証実験（2022 年 9 月 6 日）

੩Ԭݝমࢢのݝಓ �1� ߸੩Ԭমઢのτϯ

ネルにお͍て、ؔলிํ࣏ࣗମ、ݐઃίϯサルタ

ϯτ、θネίϯͳͲ 12� ໊ �� 機ؔをট͍て、研究開

発成果の総合తͳ発දとެ開実ূ実ݧを行ったʢਤ �ʣ。

ਤ �　�লி・࣏ࣗ体・ؔ࿈企ۀ等Λରͱͨ͠૯߹࣮ূ࣮ݧʢ੩
Ԭݝমࢢトンωルʣ

ᶅフォロー実証実験（2022 年 10 月 18 日）

でりݧτϯネルにて、ͦれまでの実ূ実ݝསࢁ

を行っݧऴతにϑΥϩーする実ূ実࠷して͍た߲を

た。本実ূ実ݧは、研究開発のݪとͳった、2012 年

12�݄ 2 に発ੜしたதԝߴಓࢠτϯネルࢁ）ނࣄ

སݝେ݄ऀࢮ、ࢢ から（ނࣄಓߴେの࠷্࢙、໊�

の 10年の۠りとして、༧技術のਐలを٘ਜ਼ऀの

ํʑに報告するҙຯもあった。

ᶆ情報発信

੩Ԭでの実ূ実ݧとࢁསݝでのϑΥϩー実ূ実ݧの༧

告がಡച新ฉにେき͘取りѻΘれた（2022 年 10 ݄ �

）。

はϚείϛ֤ࣾ（N),・5#S・ಡചݧསでの実ূ実ࢁ

新ฉ・ຖ新ฉ・ࢁས新ฉͳͲ）にެ͘開͞れେ

き͘報ಓ͞れた。ಛにN),総合ςϨビ「χϡーεΥ

ッν �」ではࢠτϯネルނࣄ 10年ಛू（2022 年 12

݄ 1 ์ૹ）で、࠷新技術の開発成果としてେき͘取

り্͛られ、全国に͘報発৴͞れた。

�ʣւ外ۀࣄௐࠪ企画

ւ֎ࣄ業に͚ては、「ODAにお͚るॡࠪݕに֤छ

機ցࠪݕをಋೖする」、「ݱ作業һのࢦಋにڭҭγες

Ϝを利用する」と͍ったઓུをاըし、国Ո施ࡦのࢦಋ

Լでのల開をֳに報告した。

（1）  ը૾計測ʹΑΔݥةՕ所ͷߴਫ਼度நग़ʹ関͢
Δ研究開発（計測検査株式会社）
τϯネルน໘のల開ը૾から AI நग़を施し、ݥةՕ

ॴをநग़するΞルΰϦζϜとデータϕーεొするまで

の業務ϑϩーを構ஙした。ޙࠓもτϯネルܭଌの実ӡ用

業務にお͍て、AI おΑͼݥةՕॴநग़を行う。データ

ϕーεొのॆ実と、ϨーβーଧԻ݁果のϑΟーυバ

ッΫにΑるݥةఆとのҼ果ؔをੵし、ݱでのた

たき作業࣌間ॖのਫ਼度্にめる。また、ࠓճݱ

にお͍て、τϯネルน໘にඳかれたνϣーΩϯグઢূݕ

のը૾がෆ໌ͳことでநग़݁果にӨڹすることがか

ったので、νϣーΩϯグઢが一部ܽして͍るΑうͳ

合でも༧ଌநग़できるΑうに技術վྑを行うことで、Α

り作業࣌間の্がࠐݟめる。

（2）  ϨーザーଧԻʹΑΔコンクリート෦ܽؕͷ
ਫ਼度அʹ関͢Δ研究開発（量子科学技術ߴ
研究開発機構）
ϨーβーଧԻࠪݕஔにΑって取ಘしたίϯΫϦーτ

ද໘のৼಈデータからಓ࿏τϯネルݕ要ྖに४ڌした

ଟஈ֊の݈全度ఆを行う AI を開発した。ڙ用தのτ

ϯネルにରするద用ݧࢼではࠪݕһのఆ݁果のݱ࠶

�0��ˋをୡ成した。また、AI のಋೖにΑり、.I..と

ϨーβーଧԻをΈ合ΘͤたଧԻ作業のੜ産ੑは、ࡏݱ

の 1�0� の্がࠐݟまれる。ޙࠓは、͞らͳる

ਫ਼度্のためのֶशデータのੵをܧ続するととも

に、本 AI をϨーβーଧԻࠪݕஔにࡌし、ܭଌ࣌の

ͦの断にも活用する༧ఆである。͞らに݈全度ఆ

AIのڭҭ用データのऩू、ֶ श、おΑͼఆ6Iを౷合し、

ϨーβーଧԻࠪݕஔのΦϓγϣϯとして、Ϣーβーが

ӡ用して͍るఆ基४にଇしたఆࡏݱ AI をಠࣗに構

ஙするための౷合6I を開発する༧ఆである。

（3）  インフラϝンテφンスͷたΊͷデータベース
ͷ૬ޓ࿈ܞϓラットフォームʹ関͢Δ研究開
発（社会基盤情報流通推進協議会）
.I..でܭଌ・ॲཧしたݥةՕॴデータと、Ϩーβ

·ͱΊͱޙࠓͷల4
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"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンʹΑΔऔΓΈ
インϑϥྖҬʹ͓͚ΔଧԻࠪݕのػցԽのਪਐͱࣾ会࣮

ーଧԻデータを࿈ͤ͞ܞるγεςϜを構ஙした。これに

Αり、ը૾ܭଌからϨーβーଧԻのরࣹҐஔൣғをޮ

తにಛఆができた。ޙࠓは、実ӡ用をॏͶͳがら、本

データϕーεの機֦ॆ利用しす͞の্にめる

΄か、ݩ࣍�データͳͲ΄かのデータϕーεとの࿈ܞに

͍ͭてもҾき続きݕ౼して͍͘༧ఆである。

（4）  工学తલஹఆ AI をࡌしたインフラ検査
システム等ͷ製化ͱݱద用（株式会社フ
ォトンラボ）
ਤ �の全ମઓུਤをもとにઆ໌する。

SIP の研究開発成果はࣾձ実৫であるࣜגձ

ࣾϑΥτϯϥϘに֤研究৫からすてҾきܧがれ、製

ԽおΑͼ֤ఆࢢのӦ業が行Θれ、۩ମతͳࣾձ

実が実行͞れる。ϑΥτϯϥϘはཧԽֶ研究ॴ・ྔࢠ

Պֶ技術研究機構の研究ऀとܭଌऀؔࠪݕのग़ࢿにΑ

りઃ立͞れ、ެతࣄ業と認められۚ༥機ؔ（࡛ۄりͦ

ͳۜ行）がࢦಋతにग़ࢿし、ࣄ業ઓུతにࣄ業ձࣾ

（+'E エϯδχΞϦϯグ、౦ژηϯνϡϦー）がग़ࢿし

てࣄ業ల開を͑ࢧて͍る。

実ࡍのࢢのࣾձ実ల開は、イϯϑϥのҡ࣋ཧ

をೖࡳするݐઃίϯサルタϯτまたはమಓ・ߴಓ࿏ձ

ࣾのྻܥอ全ձࣾを௨して行Θれることが΄とΜͲであ

る。ݐઃίϯサルタϯτձࣾのେ手であるݐઃ技術研究

ॴとは業務ఏܞを݁ͼ、΄かのେ手ձࣾ（本Ӧ・Ԡ

用࣭・ύγϑΟッΫίϯサルタϯπ）ともؔྗڠを

ங͍て͍る。

。をઆ໌するੑํ・ঢ়ݱผにࣾձ実ల開のࢢ֤

ᶃ道路トンネル

国ަ௨লಓ࿏ࢧݕԉ技術ੑΧタϩグ（τϯネル）

に͞ࡌܝれており、一ൠެಓでのೖࡳに࠾用Մとͳって

͍る。

.I..とϨーβーଧԻの࿈ܞにΑる、AI をࡌした

ऴ年度で࠷γεςϜはث機ࠪݕ 53-� にୡするࠐݟΈで

ある。202� 年度からは、ੵۃతにܭଌサービεを༗ྉ

でड託して͍͘（53-8）。本֨తͳීٴは、202� 年 �

݄にఆ͞れる、国ަ௨লಓ࿏ہがするಓ࿏ఆ期

ݕ要ྖのվగޙとఆ͞れて͍る。

ఆして͍る٬ސはݐઃίϯサルタϯτ֤ࣾ、ߴಓ

࿏֤ࣾおΑͼྻܥอ全ձࣾ、࣏ࣗମである。

ᶄ鉄道トンネル

ಓ࿏での成果をਫฏల開するܗで、開発ςーϚを国

ަ௨লమಓہとٞしており、۩ମతͳ開発は 202� 年

度からண手する༧ఆである。すでにԣࢢӦԼమでは

。して͍る࢝を開ݧってੑ実を܈ثঢ়の機ݱ

ఆして͍る٬ސは、+3 ֤ࣾおΑͼͦのྻܥอ全ձ

ࣾ、ຽ間మಓձࣾ、Լమ֤ࣾである。

ᶅ導水路

ຽ間ا業のਫྗ発ిॴのಋਫ࿏վमにྗڠしͳがら、

ਫத作業ྗ、খܕԽͳͲӽ͑ͳ͚れͳらͳ͍技術

՝をݕ౼して͍る。このは、発ిॴのಋਫ࿏にと

Ͳまらͣ、��ສ LNにٴͿ্ਫಓ、��ສ LNにٴͿԼ

ਫಓと͍うະண手のࢢがଘࡏする。ఆして͍る٬ސ

はిྗձ֤ࣾࣾ、࣏ࣗମ、ਫྗ発ిॴをͭ࣋ຽ間ا業で

ある。

কདྷతには࣏ࣗମの্Լਫಓがࢹにೖって͍る。

ᶆ橋梁

国ަ௨লಓ࿏ࢧݕԉ技術ੑΧタϩグ（ڮྊ）に

。用Մとͳった࠾にࡳれ、一ൠެಓでのೖ͞ࡌܝ

ಓ࿏τϯネルのࣾձ実のਫฏల開ରであり、࠷

ऴ年度にはݱ実ূ実ݧがՄとͳる（53-�）。

本֨తͳීٴは、202� 年 �݄にఆ͞れる、国ަ

௨লಓ࿏ہがするಓ࿏ఆ期ݕ要ྖのվగޙとఆ

͞れて͍る。

ఆして͍る٬ސはݐઃίϯサルタϯτ֤ࣾ、ߴಓ

࿏֤ࣾおΑͼྻܥอ全ձࣾ、࣏ࣗମである。

ᶇコンクリート構造物

ங֎น、ԎಥͳͲのίϯΫϦーτݐนのఅ؛

構でྼԽ断ができるか൱かの基ૅ実ݧが開࢝͞れ

た（53-�）。

ᶈ自動運転のためのインフラ計測

イϯϑϥҡ࣋ཧデータのࣗಈӡస用のϚッϓデー

タのөを੩Ԭަݝ௨基盤部と報ަを࢝めた

（53-�）。

ᶉ環境計測　気象・Ԛ染　防災

イϯϑϥܭଌ技術のٴڥͼࡂのద用を੩Ԭަݝ

௨基盤部と報ަを࢝めた（53-�）。

ࡂとの࿈ܞがେき͘期͞れ、੩Ԭݝτϯネル

でのެ開実ূ実࣌ݧには、੩Ԭݝのࡂ܈データϕー

ε「バーνϟル੩Ԭ」とେ่ւ؛ۙでのτϯネルҡ࣋

ཧデータϕーεとのϦϯΫςετデータがలࣔ͞れた。

ᶊ海外戦略

ODA ͳͲの国Ո施ࡦに࿈ಈͤ͞てݕ౼し、ݪଇとし

て本のେا業との国取Ҿのܗଶをとる。ಛに、ڭҭ

γεςϜはւ֎ࢢがओであると͑ߟられ、ODA と࿈

ಈͤ͞たීٴをࢦす。
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˔ຊڀݚ開発Ͱɺ日ຊʹ͓͍ͯॏେͳࣾ会՝のҰͭͱͳ͍ͬͯΔྸߴ者のέΞ・հྖޢҬʹ͓͍ͯɺ
έΞϚωジϟーɺհۀ࡞ޢ者のۀ࡞ෛ୲ܰݮΛ୲͏ͱಉ࣌ʹɺΓࣾ会ͱͯ͠ࢦఠ͞Ε͍ͯΔɺ
Λతͱ͢ΔɻݱΔϚルνϞーμルԻରγεςϜの࣮͢ࢿʹのճආཱݽ者のࣾ会͔Βのྸߴ

˔έΞϚωジϟーʹΑΔ໘ஊΛରγεςϜͰସ͢ΔͨΊʹɺྸߴ者の݈߁ঢ়態ੜ׆श׳νΣοΫΛ
行͏తࢤରͱɺ雑ஊΛ行͏େنσータۦಈରΛϋイϒϦουʹ੍͠ޚͳ͕ΒհޢϞχタϦン
άΛ行Ͱ͖ΔɺԻରγεςϜΛ開発ͨ͠ɻ

˔࣮ূʹΑΓɺతࢤରʹΑͬͯඞཁͳใΛߴਫ਼ʹऔಘͰ͖͍ͯΔ͜ͱΛ֬ೝɻ͞Βʹɺ無ຯס
૩ͱͳΒͳ͍Α͏ʹ雑ஊରΛΈࠐΈɺଟのγεςϜの雑ஊతԠʹରͯ͠ɺ࣮ࡍʹসإʮʢ雑
ஊதʹγεςϜ͕ͨ͠ੜ׆のώントͳͲʹؔͯ͠ʣͯ͠ࢼΈ·͢ʯのΑ͏ͳɺϙジςΟϒͳԠΛߴ
ྸ者͔ΒಘΒΕΔ͜ͱΛ֬ೝͨ͠ɻ

ɺߏػڀݚ開発法ਓใ௨৴ڀݚ会ࣾɺ国ཱࣜג*%%,
/&CιϦϡーγϣンイϊベータࣜג会ࣾ

8Fb 等ʹଘ͢ࡏΔビッグデータͱԠ用特化ܕ
ର話シφリΦを用͍たϋイブリッυܕϚルチϞーμ
ルԻର話システムͷ研究

"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンʹΑΔऔΓΈ

本研究開発にお͍ては、ऀྸߴհޢにお͚るհޢ

ϞχタϦϯグˎ�とݺれる໘ஊ作業をରγεςϜで

一部ସし、ಉ࣌に、݈߁ঢ়ଶѱԽのݪҼとͳることが

のίϛϡχέーγϣϯෆをऀྸߴ、ఠ͞れて͍るࢦ

੍できるϚルνϞーμルԻରγεςϜを開発した。

このγεςϜは、հޢϞχタϦϯグにお͚るऀྸߴの݈

ࢤνΣッΫを行うରに૬するత׳ঢ়ଶ、ੜ活श߁

ରと、ίϛϡχέーγϣϯෆの੍をతとして

͍る。8FC ্の報ͳͲを活用して行うେنデータ

と͍う、複छのରをϋイϒϦッυ（ஊࡶ）ಈରۦ

に੍ޚするհޢϞχタϦϯグγεςϜとͳって͍る。

開発にあたっては、հޢのઐՈのݟをੵۃతにର

γεςϜに取りࠐΜͩ。հޢ৬の業務ෛ୲をܰͤ͞ݮ

ることで、ਂࠁͳࣾձにͳって͍るհޢ৬の人手ෆ

のղফ、݈߁ѱԽにͭͳがるऀྸߴのίϛϡχέー

γϣϯෆ、ࣾձతݽ立のճආにࢿするϚルνϞーμ

ルԻରγεςϜ「.I$S6S（.VMUJNPEBM�IOUFSBDUJWF�

$BSF�SVQQPSU�SZTUFN）」の実ݱをࢦした。

（1） ࣮ 期間ࢪ
2018 年度ʙ 2022 年度

（2） ࣮ 法ํࢪ
本ϓϩδΣΫτは、ਤ �にࣔす研究ମ੍εΩーϜを

構ஙし、,DDI ձࣾ、国立研究開発法人報௨৴研ࣜג

究機構（NI$5）、おΑͼ NE$ ιϦϡーγϣϯイϊϕー

タࣜגձࣾ（NES）がڞಉで開発を行った。

本ϓϩδΣΫτで構成する、.I$S6S の全ମ構成ਤを

ਤ �にࣔす。্ࠨのऀྸߴは、ΩϟϥΫター AI ͳͲを

活用したߴ度ର 6I デバイε、εϚーτϑΥϯ、タ

ϒϨッτͳͲを利用したԻର 6I ͳͲをհして、γ

εςϜとϚルνϞーμルରを行う。ऀྸߴからಘられ

たϚルνϞーμル報は、ϚルνϞーμルର報ηϯ

γϯグϞδϡールͳͲにΑってԻ認ࣝ、ը૾認ࣝͳͲ

研究ͷత1
期間ͱํ法2ࢪ࣮



0674*Pୈظ�ʮϏοάσータ・"*Λ׆༻ͨ͠αイόーۭؒج൫ٕज़ʯڀݚ成果ใࠂॻʢ����年ʵ����年ʣ

Ϛ
ϧ
ν
Ϟ
ồ
μ
ϧ
ର

ݴ
ޠ
ॲ
ཧ

"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンʹΑΔऔΓΈ
8FC等ʹଘ͢ࡏΔϏοάσータͱԠ༻ಛԽܕରγφϦΦΛ༻͍ͨϋイϒϦουܕϚルνϞーμルԻରγεςϜのڀݚ

の認ࣝॲཧがద用͞れ、ͦれらの認ࣝ݁果はओとしてϢ

ーβー発ҙຯղऍϞδϡールにΑって、ॊೈかͭߴ度

ͳҙຯతղऍを施͞れ、తࢤରϞδϡール、ͳら

ͼにࡶஊԠੜ成Ϟδϡールに͞れる。2ͭのରϞ

δϡールは、ͦれͧれ、ରγφϦΦ、8FC 報ͳͲ

のビッグデータを用͍てγεςϜԠのީิをੜ成し、

ঢ়گにԠ͡て、࠷ऴతͳԠがܾఆ͞れる。

ஊԠੜ成Ϟδϡールはࡶ ,DDI の ,A$56Sˎ�、

NI$5 の8E,DAˎ�のͦれͧれを֦ுした 2ͭのサϒϞ

δϡールからͳっており、これらのϞδϡールもͦれͧ

れಠ立にԠをੜ成する。

తࢤରϞδϡールが用するհޢ用ରγφϦ

Φは、ްੜ࿑ಇলとࣜגձࣾ本総合研究ॴがࡦఆ・ී

をਐめて͍る、「దͳέΞϚネδϝϯτ手法」に基ٴ

͍ͮて作成͞れた。「దͳέΞϚネδϝϯτ手法」は、

ϋイύϑΥーϚーͳհޢ৬のεΩルをりࠐΈͭͭ、ߴ

ྸऀの৺のঢ়ଶにؔして、࣬ױͦのεςーδ͝とに

ཧ͞れたνΣッΫ߲をؚΉものである。۩ମతͳର

ˎ� ケアマネジャーが高齢者に直接会って、健康状態・生活習׳を面談でチェックする作業。

ˎ� KDDI が開発した、ソーシャルメディア解析技術に基づく時事話題対話エンジンを活用し、利用者の興味関心に合கし社会で話題になっ
ているニュースをリアルタイムに取り込む雑談対話の AI システム。

ˎ� 国立研究開発法人情報通信研究機構（NICT）が開発した、利用者が自然な文を入力すると文章の意ਤを解析し、さまざまな話題やトピッ
クに関して対話を展開できるシステム。

ҕୗܖ
ٞڠ・ࣔࢦ

開発者ڀݚ
・所属ɿ,%%*ࣜג会ࣾ
・৬ɿϚωージϟー
߂߁�名ɿୌౢࢯ・

Ϣーβー発ҙຯղऍ
Ϟジϡール

雑ஊԠੜ成Ϟジϡール

8FCベーε雑ஊରγεςϜ
8&,%"

χϡーε雑ஊରγεςϜ
,"CT64

ର

Ի߹成
Τンジン

ϢーβーのԻ・
ө૾

γεςϜ発の
ԻͱςΩεト

ରγφϦΦ
ࣗಈ֦ு

対
話
シ
ナ
リ
オ

ରγφϦΦ
ΦーαϦンάπール

Ϣーβー
ʢྸߴ者ʣ

ϢーβーのԻ

Ϣーβー発

Իೝࣝ
Τンジン

γεςϜ発

γεςϜのԻ

Ϣーβー発

雑ஊతԠ

ҙຯղऍ݁果

音
声
対
話

ରγφϦΦ9.-

ରγφϦΦ
9.-

έΞϚωジϟーͳͲ
հؔޢ者

Ϟジϡール੍ޚ

˞γεςϜ発͓ΑͼϢーβー発ςΩεト

,%%*

/&4

/*CT

֤Ϟジϡールの୲

/*CTʢຊ4*Pͱผ༧ࢉʣ

,%%*ʢຊ4*Pͱผ༧ࢉʣ

対
話
の

結
果
な
ど
を

確
認

ରཤྺ
֬ೝ・मਖ਼
8FCΞϓϦ

όοΫΤンυ
%#ղੳ
ϞジϡールରཤྺͳͲΛ

อଘ͢Δσータベーε
ʢόοΫΤンυ%#ʣ

γεςϜ発・
Ϣーβー発・
ೝࣝ݁果ײ

ਤ 体੍εΩーϜڀݚ　�

ਤ �　ຊڀݚ開発Ͱߏங͢Δ.*C464 のશ体૾
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γφϦΦ作成作業は、ରγφϦΦΦーサϦϯグπー

ルを活用して人間が作成し、γφϦΦࣗಈ֦ுϞδϡー

ルにΑって、͞らにॊೈੑを૿େͤ͞た。

ରのϩグは、͞ま͟まͳデータとڞにデータϕーε

（バッΫエϯυ D#）に֨ೲ͞れ、バッΫエϯυ D#ղੳ

Ϟδϡールをհして、తࢤରϞδϡールͳͲから

ରγφϦΦにΑってΞΫηε͞れる。また、ରཤྺ

֬認・मਖ਼8FC ΞϓϦをհして、έΞϚネδϟーߴ

ྸऀのՈにୡ͞れる。

Ϣーβー発ҙຯղऍϞδϡール、γφϦΦࣗಈ֦ு

ϞδϡールバッΫエϯυ D#ղੳϞδϡール、ࡶஊԠ

ੜ成Ϟδϡールが必要とするֶशデータ、հؔޢ࿈等用

。を構ஙしたݯࢿޠݴن書をؚめたେࣙޠ

実ূ実ݧに͍ͭては、ऀྸߴհޢͳͲのԠ用にؔ

する複のϢーεέーεに͍ͭて、֘にお͚る

のもとで実施した。また、本研究開発ྗڠ業ऀͳͲのࣄ

の成果を͘活用して͍たͩ͘ため開発ऀίϛϡχςΟ

を構ஙし、基盤とͳる技術のීٴをਤった。

ҎԼに、ओͳサϒςーϚおΑͼ実ূ実ݧの実施֓要を

ࣔす。

ʣߴ� ϚルνϞーμルରϓϥοトϑΥーϜ

ͳͲのԠ用にಛԽした、ରγφϦΦޢհऀྸߴ

を用͍た「తࢤରϞδϡール」と、తࢤର

ϞδϡールではରԠがෆՄͳଟ༷ͳೖྗにରしては、

イϯターネッτ্のものもؚめたଟ༷ͳ報、ࣝを用

͍て、͍ ΘΏる「ࡶஊ」もؚめたྟ機ԠมͳରԠを行う「ࡶ

ஊԠੜ成Ϟδϡール」をΈ合Θͤた、ϋイϒϦッυ

の.I$S6Sܕ を実ݱするϓϥッτϑΥーϜを開発した。

�ʣେنݯࢿޠݴのߏஙͱਂ学शΛ༻͍ͨߴର・

ࣗવޠݴॲཧٕज़

本ςーϚでは、ಛにਂֶशの活用が必ਢͳϢーβ

ー発ҙຯղऍϞδϡール、γφϦΦࣗಈ֦ுϞδϡ

ールを開発し、NI$5 の8FC ϕーεࡶஊରγεςϜ

「8E,DA」をνϡーχϯグして、本ϓϩδΣΫτの࠷ऴ

成果である.I$S6S とΈࠐΉ。また、これらの開発、

νϡーχϯグにお͍て必要ͳ、ֶशデータࣙ書をؚΉ

େنݯࢿޠݴを構ஙした。

ʣߴ� ϚルνϞーμルରインターϑΣーεٕज़

.I$S6S にお͍て活用するϚルνϞーμル報をॲཧ

し、Ϣーβーのঢ়ଶをਪଌする技術ͳͲをؚΉߴ度Ϛル

νϞーμルରイϯターϑΣーεを実ݱする。本ςーϚ

では、ରγεςϜのイϯターϑΣーεとしてఆ͞れ

る、ϚイΫ・Χϝϥからೖྗ͞れるԻతಛ・ө૾（ը

૾）にΑるϢーβーのײとし͙͞のਪఆ技術、おΑͼ

バッΫエϯυ D#にอଘしたରϩグをέΞϚネδϟー

հࣄޢ業ऀが利用Մͳ技術を開発した。

�ʣհޢ༻ରγφϦΦߏஙٕज़

Ԡ用のݱにお͍て必要と͞れる、ରγφϦΦ

のઃܭと実を行った。ରγφϦΦの実のために、

Ϋϥυڥを利用したରγφϦΦΦーサϦϯグπー

ルを開発し、հࣄޢ業ऀにΑるγφϦΦの֦ॆをՄと

した。ͦして、έΞϚネδϟーがࣗの୲要հऀޢの

ϞχタϦϯグ߲にԠ͡て実行できる、γφϦΦηッτ

をબしてఏڙした。また、ରγφϦΦに͍ͭては、

利用ऀのදͳͲのϚルνϞーμル報に࿈ಈしてਐ行

できるものとした。

�ʣ࣮ ݧ࣮ূ

実ূ実ݧにΑり、「必要ͳ報のऩू・هに要する

έΞϚネδϟーの࣌間」のޮݮ果をূݕした。۩ମత

には、人のέΞϚネδϟーにΑる報のฉき取りに要し

て͍る࣌間を、.I$S6S でஔき͑ることにΑって࣌間

を 10ˋҎ্ݮできることを֬認した。ここで、「必要

ͳ報」とは、「దͳέΞϚネδϝϯτ手法」にある

報߲とఆٛする。

�ʣϓϩジΣΫトؒڠಇのਪਐ

本ϓϩδΣΫτҎ֎にも、SIP 第 2期ではհޢに

お͚るώϡーϚϯイϯターϑΣーε技術の開発ͳͲがਐ

められて͍る。SIP 全ମとして、ͦれらଞのϓϩδΣΫ

τの成果とのγφδーをۃେԽし、ࣾձ実をૣ期にਐ

められるΑうにするため、本ϓϩδΣΫτとؔ࿈ੑの

େき͍΄かのϓϩδΣΫτとڠಇし、「Իରを用͍

たτイϨঢ়֬گ認γεςϜ」「ҬแׅέΞγεςϜと

.I$S6S の࿈ܞγεςϜ」の開発とධՁを実施した。

ʣߴ� ྸ者4/4͚ͱ࿈ͨ͠ܞεϚートϑΥン্のྸߴ者

ϚルνϞーμルରγεςϜ͚

εϚーτϑΥϯで SNS にΞΫηεし、ଞऀとίϛϡ

χέーγϣϯをとって͍るϢーβーはଟ͍が、ऀྸߴ

のଟ͘はϦςϥγーのܽͳͲもあり、ͦうしたίϛϡ

χέーγϣϯをेに行͑て͍るとは͍ݴ͍。本ςー
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"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンʹΑΔऔΓΈ
8FC等ʹଘ͢ࡏΔϏοάσータͱԠ༻ಛԽܕରγφϦΦΛ༻͍ͨϋイϒϦουܕϚルνϞーμルԻରγεςϜのڀݚ

Ϛでは、ऀྸߴがීஈって͍るεϚーτϑΥϯ্の

.I$S6S から SNS ίϯςϯπをӾཡՄとし、ରで

活用Մとすることで.I$S6S と SNS を࿈ͤ͞ܞ、݈

のίϛऀྸߴ、ঢ়ଶѱԽとの૬ؔがあるかもしれͳ͍߁

ϡχέーγϣϯෆを੍するπールを開発する。۩ମ

తには、「.I$S6S をϕーεに、ऀྸߴとରできるϚ

ルνϞーμルԻରイϯターϑΣーεをεϚーτϑΥ

ϯ্に開発する」、「ͦのイϯターϑΣーεをհしたର・

ஊにΑって、SNSࡶ のߘίϝϯτͳͲのίϯςϯπ

を用͍てର・ࡶஊの機ձを૿Ճͤ͞、ऀྸߴのίϛϡ

χέーγϣϯෆをղফすること」をࢦした。

 ߴ（1） 度ϚルチϞーμルର話ϓラットフォーム
ϚルνϞーμル報をೖྗとして、γφϦΦにԊった

ର、Ϣーβーの発༰にԊったࡶஊおΑͼఏ

、をりସ͑ͳがらग़ྗՄͳڙのためのχϡーεఏڙ

度ϚルνϞーμルରϓϥッτϑΥーϜに͍ͭてઆ໌ߴ

する。

ここではओ要ͳ構成要ૉとͳる、γφϦΦにैってର

をਐ行ͤ͞るతࢤରϞδϡールと、Ϣーβー発

のԻ認ࣝ݁果をஞ֬࣍認しͳがら、తࢤରϞ

δϡールࡶஊԠੜ成Ϟδϡールを࿈ܞಈ作ͤ͞るϋ

イϒϦッυର੍ޚϞδϡールのΈに͍ͭて、ͦれ

ͧれ֓要をड़る。2ͭのϞδϡールをத৺としたॲཧ

ϑϩーを、ਤ �とਤ �にࣔす。

�ʣతࢤରϞジϡールのΈ

1 ճのରにお͚る֨ࠎとͳる、ରγφϦΦに基ͮ

͍てରをਐめるϞδϡールである。9.-ࣜܗでهड़

͞れたରγφϦΦ（ৄࡉは「（�）հޢ用ରγφϦ

Φ構ங技術」にࡌه）をಡΈࠐΈ、݅ذしͳがらγ

φϦΦをਐめて͍͘ことがՄである。݅とは、Ϣー

βー発のԻ認ࣝ݁果Ҏ֎に、ײਪఆϞδϡール（ৄ

度ϚルνϞーμルରイϯターϑΣーεߴ（�）」はࡉ

技術」にࡌه）がਪఆしたϢーβーのײ、Χϝϥը

૾から認ࣝしたδΣενϟー報、おΑͼաڈのରで

Ϣーβーが発した༰、طԟの༗無ͳͲのલఏ݅

をࢀরできる。݅にΑって、γφϦΦの実行༗無のม

がਪఆ͞れײもՄであり、ྫ͑、ϙδςΟϒͳߋ

ると、ؔ࿈する࣭をՃすること、ネΨςΟϒͳײ

が࿈続して発ੜした合にγφϦΦを్தでࢭめるこ

ともできる。

Ϣーβーの発༰のղऍに͍ͭては、ϋイϒϦッυ

ର੍ޚϞδϡールがग़ྗした、จ୯ҐのԻ認ࣝ݁果

をϢーβー発ҙຯղऍϞδϡール（ৄࡉは「（2）େ

度ର・ࣗવߴの構ஙとਂֶशを用͍たݯࢿޠݴن

にೖྗしղऍͤ͞る。ղऍ݁果（ࡌهॲཧ技術」にޠݴ

にԠ͡て、૬ੜ成機にΑってੜ成した૬のจݴを

ग़ྗすること、࣍の࣭Ҡ行するࡍのͭͳ͗のจݴ

をγφϦΦにैってܾఆして͍る。

このとき、Ϣーβー発ҙຯղऍϞδϡールからのԠ

に、ࡶஊすることを断したことをࣔすϑϥグ（ࡶஊ

ϑϥグ）がؚまれて͍た合、ࡶஊԠੜ成Ϟδϡール

にϢーβー発のԻ認ࣝ݁果をૹ৴し、ࡶஊԠੜ成

Ϟδϡールからग़ྗԠจをड͚取る。ग़ྗԠจをड

本研究ͷ成果3

తࢤର
Ϟジϡール

ϋイϒϦου
ର੍ޚϞジϡール

ᶃԻೝࣝ
　݁果

ᶄϢーβー
　発จ

ᶅҙຯղऍґཔ

ᶆҙຯղऍ݁果
ʢ雑ஊϑϥάͳ͠ʣ

ᶈԠ
　発จ

ᶉԠ
　発จ

ᶇγφϦΦ͔Βの
Ԡ発จのબ

6*αーόー

తࢤର
Ϟジϡール

ϋイϒϦου
ର੍ޚϞジϡール

ᶃԻೝࣝ
　݁果

ᶄϢーβー
　発จ

ᶅҙຯղऍґཔ

ᶆҙຯղऍ݁果
ʢ雑ஊϑϥά͋Γʣ

ᶊԠ
　発จ

ᶋԠ
　発จ

ᶇγφϦΦத断ॲཧ

6*αーόー

ᶈϢーβー発จ

ᶉԠ
　発จ

ਤ �　γφϦΦʹͮ͘ج発ੜ成ϑϩー ਤ �　雑ஊΛؚΉ発ੜ成ϑϩー
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͚取ると、γφϦΦରを一ࢭఀ࣌ঢ়ଶとして、Ͳこま

でରがਐΜで͍たかをهしておき、ࡶஊԠੜ成Ϟ

δϡールのग़ྗԠจをϋイϒϦッυର੍ޚϞδϡー

ルにૹ৴して発ͤ͞る。͞らに、Ϣーβーからの発

が続͍た合にも、্هとಉ༷にϢーβー発ҙຯղऍ

Ϟδϡールにೖྗし、ࡶஊϑϥグの༗無でࡶஊԠੜ成

Ϟδϡールをܧ続してݺͼग़すかを断する。ࡶஊϑϥ

グが無にͳった合、هして͍たγφϦΦରのத断

にり、「ͦれではࢲからの࣭にりますͶ」ͳ

Ͳのͭͳ͗のจݴをૠೖした্で、続きのγφϦΦを実

行するಈ作にる。

�ʣϋイϒϦουର੍ޚϞジϡールのΈ

ஞ࣍ೖྗ͞れるԻ認ࣝ݁果をจষ୯Ґにまとめ、͞

らに複のจষをまとめてϢーβー発としてੜ成し、

ͦれをతࢤରϞδϡールにग़ྗする。ྫ ͑、h「ͦ

う」「ͩͶ」（͍無Ի۠間）「ே͝൧」「を」「৯たΑ」（

͍無Ի۠間）ɦと͍ったԻ認ࣝ݁果を、「ͦうͩͶ。」「ே

͝൧を৯たΑ。」の 2จにまとめ、無Ի۠間の͞に

基͍ͮてこの 2จを 1จにまとめるかͲうか断する。

また、のϚイΫのΦϯʗΦϑのタイϛϯグとత

ରϞδϡールのԠੜ成タイϛϯグをܾఆする機ࢤ

をͭ࣋。ϚイΫΦϑのタイϛϯグ੍ޚにΑり、γες

Ϝ発がϚイΫにྲྀれࠐΉことをࢭし、Ի認ࣝのޡ

りをࢭして͍る。Ԡੜ成タイϛϯグに͍ͭては、無

Ի۠間の͞をᮢで断することにΑってܾఆして͍

る。

Ճ͑て、Ϣーβーとのର開࣌࢝に、ϋイϒϦッυର

੍ޚϞδϡールがバッΫエϯυ D#（ৄࡉは「（�）ߴ

度ϚルνϞーμルରイϯターϑΣーε技術」にࡌه）

から、աڈのରཤྺϢーβーのझຯᅂ報を取ಘ

し、ࡶஊԠੜ成Ϟδϡールにఏڙして͍る。

�ʣར༻者発͔ޙΒγεςϜԠ·Ͱのͪؒ࣌ॖ

औΓΈ͚ͨʹ

利用ऀ͝とにରのϖーεがҟͳることから、Ԡま

でのͪ࣌間は、人にΑり͘する、͘するͳͲௐ

Մとͳることがまし͍。ͦ のための取りΈとして、

ௐ෯を͛るためのԠ࣌間ॖに͚た、機త実

行機に͍ͭてূݕした。

機త実行機とは、Ի認ࣝ機にΑる利用ऀの発

ऴྃのఆをたͣに、発్தの報をってҙຯ

ղऍͳͲをલもって実行する機である。これにΑって、

発ऴྃのఆとಉ࣌に、Ԡがੜ成できて͍るՄੑ

が期できる。実ূのରϩグ�໊の��発でূݕし、

Ϣーβー発࣌ྃからγεςϜがԠੜ成するため

に 2�� ඵఔ度かかるΑうͳέーεでも、ฏۉ 0��8 ඵఔ

度にॖՄͳࠐݟΈがಘられた。

一ํ、γεςϜ全ମのॲཧෛՙが૿͑ることから、要

れるԠ度サーバーεϖッΫにԠ͡て機త実͞ٻ

行機の実Մ൱をௐすることがまし͍。

�ʣ࠷৽ののఏػڙ

χϡーεࣄهから࠷新のをؚΜͩରをఏڙする

Ϟδϡール（,A$56S）を.I$S6S に続し、ରの࠷

。新をհできるΑうにγφϦΦを構ஙした࠷にޙ

ऀྸߴ �໊にରする 28݅の࠷新のఏڙにରする実

ূ実ݧのө૾ϩグでূݕし、 ���1ˋのׂ合でϙδς

Οϒͳදにͳって͍ることを֬認した。

また、࠷新をఏ͞ڙれたऀྸߴが「ߟࢀにͳり

ます」ͳͲ、ڵຯをͭ࣋ΑうͳԠをฦしたׂ合が

���0ˋであった。この݁果から、࠷新のఏڙにΑ

って、ྫ͑ܧ続ҙཉにͭͳがるͳͲのޮ果を期でき

る݁果とͳった。

（2）  大نݯࢿޠݴͷ構ஙͱਂ学शを用͍たߴ
度ର話・ࣗવޠݴॲ理技術
Ϣーβー発ҙຯղऍϞδϡールγφϦΦࣗಈ֦ு

Ϟδϡール、8FC ্のςΩετを用͍たࡶஊରにؔ

する成果をड़る。

.I$S6S は「దͳέΞϚネδϝϯτ手法」に基͍ͮ

て作成した࣭を行͍、ϢーβーはԻ発で࣭にճ

する。本ϓϩδΣΫτで開発したϢーβー発ҙຯղ

ऍϞδϡールは、Ϣーβー発をղऍするϞδϡールで

ある。本Ϟδϡールは、.I$S6S の࣭จと、NI$5 の

Ի認ࣝエϯδϯにΑって認ࣝ͞れたϢーβー発จを

ೖྗとして、ҎԼの �छྨのղऍ݁果をग़ྗする。

w�:FT  NP ͳͲでճՄͳ࣭である「:FT ʗ NP

࣭（ྫɿຖࡾ৯͝൧৯て͍ますかʁ）」にରす

る、Ϣーβー発のྨ݁果。「:FT」、「NP」、「ෆ໌（ճ

がからͳ͍）」、「લఏໃ६（࣭のલఏを൱ఆす

るճ）」、「ճڋ൱」、「ͦのଞ」の �छྨにྨ͞

れる。

w�໊ࢺ͍จでճՄͳ࣭であるࣗ༝ճ࣭

（ྫɿࡢの༦൧はԿを৯ましたかʁ）に͍ͭて、

ճの༗無のఆ݁果とճΩーϫーυのநग़݁果。
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wࡶ�ஊをల開すきかのఆ݁果。

w�ճのగਖ਼報の認ࣝ݁果。

wޙ�でฉ͘༧ఆͩった࣭のճをϢーβーがઌに発

した合に、ͦれを認ࣝした݁果。

これらのఆநग़は、ڊେχϡーϥルネッτϫーΫ

#E35 をϕーεとして、NI$5 でಠࣗに開発したԻ認

ͳχϡーϥルネッτϫーΫである)#E35݈ؤりにޡࣝ

（8FC ্のςΩετ ��0(# でࣄલֶश）と、ઐ用

に構ஙしたྦྷܭ 2�0 ສ݅Ҏ্のݯࢿޠݴにΑって実ݱ

した（ϓϩδΣΫτऴྃ࣌でݯࢿޠݴの総はྦྷܭ

�00 ສ݅の༧ఆ）。

)#E35 は、#E35 を֦ுしたものであり、௨ৗのೖྗ

であるԾ໊͡ަࣈりจにՃ͑て、ಡΈの報をԻӆత

ͳ報としてೖྗすることがಛである。)#E35 にΑ

って、「おਫをΑ͘ҿΜで͍ますかʁ」にରして「ҿΜ

でます」とճしたが、Ի認ࣝޡりにΑってԻがࣅて

͍る「ඈΜでます」と認ࣝ͞れた合でも、ਖ਼し͘ :FT

とղऍできる。また、େنͳ8FC ςΩετでࣄલֶ

शした)#E35 と、େنͳֶशデータにΑって「ຖ

がࢠ৯͝൧৯て͍ますかʁ」にରして、「ңのௐࡾ

͍͍からͶ」のΑうにԕճしͳํ͍ݴでճしても、ਖ਼

し͘ :FT とղऍできる。ͳお、͞ま͟まͳҙຯղऍを行

うため、本Ϟδϡールは 1�छྨのサϒタεΫをಉ࣌に

実行でき、また一度のղऍに要する࣌間はϛϦඵ୯Ґと

ඇৗにܰྔであるʢਤ �ʣ。

。に、γφϦΦࣗಈ֦ுϞδϡールに͍ͭてઆ໌する࣍

ରγφϦΦは、「దͳέΞϚネδϝϯτ手法」に基

͍ͮて人手でඋするが、人手にΑる作業͚ͩでॊೈͳ

ରを実ݱすることはし͍。ྫ͑、Ϣーβー発の

ղऍがうま͘できͳかった合には、全ての࣭にରし

て࠶度ಉ࣭͡をฉ͘「ճのฉきし」と͍うりと

りが発ੜしಘるが、ͦのりとりにରԠするରγφϦ

Φを人手でஞ一Ճするのはߴίετである。ͦこで、

本ϞδϡールにΑって人が書͍たରγφϦΦをࣗಈత

に֦ுし、ճのฉきしのΑうにରதでൣにىこ

りಘる一ൠతͳりとりを、人手にΑるهड़作業ͳしで

実行できるΑうにした。このγφϦΦࣗಈ֦ுϞδϡー

ルにΑって、ରதのҙのՕॴで発ੜしಘる、ࡶஊエ

ϯδϯにΑるࡶஊର、ճをగਖ਼するରͳͲを行う

ରγφϦΦをࣗಈతにՃすることで、ॊೈͳରを

実ݱした。

2022 年度はऀྸߴ 1� ໊をରとして 1� 間ຖ

.I$S6S とରする期実ূと、ऀྸߴ �� ໊をରと

して 1に �ճରを行う期実ূを行った（合ܭで

はऀྸߴ �� ໊、ରは ��� ηッγϣϯ、ର࣌間は

合ܭ �� 間、.I$S6S࣌ とऀྸߴのରターϯの合

はܭ 101�2 ճʤうͪऀྸߴは ��2� ճʥ、ऀྸߴのタ

ーϯはηッγϣϯあたり 1� ճ。ޙࠓもඃऀݧを

૿し、年度までに 100 ໊のऀྸߴにΑるධՁと

ͳる༧ఆ）。総合తͳධՁとして、ऀྸߴの発にରし

てదͳԠがग़ྗできたかをධՁした݁果、ऀྸߴ

のターϯ ��2� ճにରして、ࡶஊతԠͳͲもؚめ

て ���2� のਫ਼度でదͳԠをग़ྗすることができた。

ධՁは �໊のධՁऀにΑるଟܾでܾఆした。:FT ʗ

分類結果 分類結果

….

ࢉܭʹ࣌େ��छྨのҙຯղऍαϒタεΫの֤छ݁果Λಉ࠷

入力文 +入力文の読み

ਤ �　Ϣーβー発ҙຯղऍϞジϡールͰ׆༻͞Ε͍ͯΔ)#&3T
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NP ࣭に͍ͭては、ऀྸߴからಘられたճを �໊で

ධՁしଟܾをとったとこΖ、ਖ਼ղは ���0ˋであっ

た。ޡりのݪҼに͍ͭて、Ի認ࣝޡりのはલड़の

)#E35 にΑってେ෯にܰ͞ݮれて͍るが、)#E35 でも

ղܾできͳ͍著し͍Ի認ࣝޡりが発ੜする合もあ

り、これがෆਖ਼ղのݪҼと͑ߟられるέーεが࠷もଟか

った。実ূ実ݧではޙड़の௨り、έΞϚネδϟーが :FT

ʗ NP のղऍ݁果等を֬認し、必要があれमਖ਼を行っ

たが、मਖ਼が必要ͳՕॴは͘͝ۇかで、実用্のͳ

͍ਫ਼度が実ݱできることがかった。ࣗ༝ճ࣭にͭ

͍ては、Ϣーβーが࣭にճしたかͲうかのఆのਖ਼

ղは ����ˋ、ճΩーϫーυのநग़のਖ਼ղは 8��2

ˋであった。ճΩーϫーυநग़のෆਖ਼ղのओͳݪҼは、

Ϣーβー発தのճΩーϫーυͳͲॏ要ͳ部のԻ

認ࣝޡりにΑるものが࠷ଟであった。

.I$S6S は、Ϣーβー発ҙຯղऍϞδϡールにΑっ

て、ೖྗ͞れたϢーβー発をࡶஊにల開すきか൱か

がఆでき、8FC ্の報をもとにࡶஊతԠをੜ成

するԻରγεςϜ8E,DAと࿈ܞすることで、ࡶஊ

ができる。લड़のऀྸߴ �� ໊にରする実ূ実ݧでは、

合ܭ ��1 ݅のࡶஊతԠをੜ成できた。�໊のධՁऀ

がରのಈըをͭͭݟ、ϢーβーのԠࡶஊతԠの

࣭をಠ立にධՁし、ଟܾでධՁを֬ఆͤ͞たとこΖ、

�0��ˋがࡶஊతԠとしてదであるとかった。͞ら

に、Ϣーβーがসإをͤݟる、もし͘は「ってΈます」、

「ͦれは໘ന͍ですͶ」ͳͲੵۃతにڵຯをࣔすԠを

するͳͲ、ੵۃతにڵຯをࣔしたと͍うݫし͍݅での

ఆでは、����ˋのࡶஊతԠがこれらの݅をຬた

して͍た（সإは全ମの ຯをࣔすԠڵతにۃੵ、��1�0

をしたのは全ମの �0�0�）。.I$S6S のࡶஊతԠは、

られる୯ͳる૬తԠでݟଘのରγεςϜにΑ͘ط

あったり、おうΉฦしではͳ͘、Ϣーβーの発にؔす

るνϟϯεϦεΫͳͲ、8FC から取ಘ͞れたԿらか

の新ن報をؚΉઃܭにͳって͍るが、ͦうしたࡶஊత

Ԡとしてはྑͳ࣭であることがかった。Ճ͑て

ऀྸߴ �2໊にରする期実ূでは、ࡶஊ機を༗ޮに

した合のରと、無ޮにした合のର（݈߁ঢ়ଶν

ΣッΫのΈが行Θれるର）のॱংをೖれସ͑ͭͭ、ͦ

れͧれ 2ճͣͭ実施してもらう A#ςετを行͍、Ͳͪ

らがྑ͍かを �ஈ֊（είΞ �、�がࡶஊ機があるํ

がまし͍）でධՁするΞϯέーτを行った。ͦの݁果、

��の༗ҙਫ४でࡶஊ機があるํがྑ͍（Q �2���）

と͍う݁果がಘられた。είΞのは、είΞ1ɿ0໊、

είΞ 2ɿ1 ໊、είΞ �ɿ� ໊、είΞ �ɿ� ໊、ε

ίΞ �ɿ1� ໊で、είΞ �が࠷ଟであった。ࡶஊ機

があるํがまし͍とճしたऀྸߴは ���であった。

 ߴ （3） 度ϚルチϞーμルର話インターフΣース技
術
本ϓϩδΣΫτにお͍て開発した、ײし͙͞のਪ

ఆ技術は、ԻରのΧϝϥとϚイΫを用͍てऩू

したϢーβーのձにؔするϚルνϞーμル報をϦΞ

ルタイϜにੳし、ରのԠで活用する。またバッΫ

エϯυ D#とͦのੳ技術は、อଘしたରཤྺをੳ

し、έΞϚネδϟーͳͲにΑるରཤྺの༰қͳӾཡ、

֬認、मਖ਼に活用する。

�ʣ表͔Βのײਪఆٕज़

ۙ年のදײਪఆ AI（ط製）では 'A$S（'BDJBM�

ADUJPO�$PEJOH�SZTUFN）ཧにै͍、දےのಈ作 A6

（ADUJPO�6OJU）をもとにਂֶशのϞデルにΑってײ

をਪఆして͍る。ྫ͑、تͼのײは、সإのදے

のಈ作（֯ޱが্がり、ޱが開͘）をਂֶशし、

ਪఆする。

'A$S ཧは一ൠతͳදےのಈ作とײのؔにΑ

って成り立っており、Ճྸにうදےの基本Ґஔのࠩ

ҟͳͲ、ݸʑのϢーβーにಛ༗ͳදのಛをྀߟして

͍ͳ͍。ྫ͑、ॳݟではౖって͍るΑうに͑ݟる人が、

ՈͳͲ׳ݟれた人にはීஈ௨りに͑ݟ、ฏৗとΈͳす

と͍ったࣄଶがありಘる。ͦこで、දײਪఆ AI（ط

製）がਪఆしたײを、Ϣーβーݸ人のデϑΥルτͳ

දにরらして、Αりదͳײの認ࣝ݁果にิਖ਼する

人バイΞεิਖ਼技術を開発したʢਤݸ �ʣ。

ରதに、Ϣーβーݸ人の 'A$S ཧにΑって認ࣝし

たදからਪఆ͞れるײの認ࣝ݁果を、ݸʑのϢーβ

ーにසग़するදからਪఆ͞れるײの認ࣝ݁果を用͍

てิਖ਼した݁果、ద合 ݱ࠶、ˋ�1�2 ����ˋをୡ成

した。

�ʣԻతಛ͔Βのײਪఆٕज़

Իతಛײਪఆ AI（ط製）は、機ցֶशͳͲ

を用͍てϢーβーのԻの༲ϐッνͳͲからײを

ਪఆして͍る。ͦこで本ϓϩδΣΫτではԻର

のϚイΫをγεςϜ発࣌は O'' にし、ϢーβーのԻ

Ҏ֎をऩूしͳ͍Αうにした。͞らには、ऩूしたԻ

を発ݕ7AD（7PJDF�ADUJWJUZ�DFUFDUJPO）を用͍て
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ετϦーϜࣜܗのԻデータからϦΞルタイϜに発۠

間をりग़してײਪఆした݁果、ద合 ࠶、ˋ8��0

ݱ 8��0ˋをୡ成した。

�ʣ౷߹ײਪఆٕज़

人はදԻతಛͳͲ複のඇޠݴ報を一ͭに

まとめてରに利用して͍ることから、લड़のಠ立した

γϯグルϞーμルからਪఆした「දײ」と「Իత

ಛײ」を͞らに一ͭにまとめる必要がある。ͦこで、

ಉ͡発۠間でਪఆしたײのਪఆ֬度、ͳらͼにද

のมԽྔԻのԻྔͳͲをྀߟし、දかԻのͲͪ

らかのײをରに用͍るかをܾఆした。また、ରに

お͍てϢーβー発にγεςϜがԠするまで間Ԇͼし

ͳ͍Αう、දԻతಛにΑるײਪఆをฒྻॲཧ

するとともに、౷合ײਪఆॲཧのߴԽすることで、

Ϣーβー発ޙにฏۉ 1��� ϛϦඵで౷合ײの݁果を

ಘることができた。

�ʣ͠ ͙͞ਪఆٕज़

Ϣーβーの಄部のきとإのಛを利用し、し͙͞

（うͳͣき、टৼり）を認ࣝする技術を開発し、γες

Ϝの࣭にରしてϢーβーがߠఆతか൱ఆతかの断に

େき͘໌らかͳうͳͣき・टৼりを活用した。େき͘໌

らかͳうͳͣき・टৼりのద合とݱ࠶は 100ˋを

ୡ成した。

�ʣόοΫΤンυ%#͓Αͼੳٕज़

Ϣーβーの発༰ҙຯ、ײͳらͼにγεςϜの

ԠจରγφϦΦのਐ報をイϕϯτυϦϒϯで

อଘし、อଘした報をಉ͡ࣄͳͲとؔ࿈͚て取り

ग़ͤるデータϕーεを構ஙした。またԻରஔがϦ

ΞルタイϜにऩूする、ϢーβーのಈըԻも、γε

ςϜがੳしたର報とؔ࿈͚てอଘして͍る。こ

れらอଘしたରの報を、έΞϚネδϟーͳͲが༰қ

に利活用するために、ҎԼをՄにした。

w�Ϣーβー発の༰ҙຯ、ײと、発࣌のಈըの

ؔ࿈͚。

w�࣭とҙຯղऍの݁果をରにした要。

w�έΞϚネδϟーͳͲにΑるҙຯղऍ݁果の手ಈमਖ਼。

w�ձ全ମのϨϙーτग़ྗ。

͞らに、報利用するϢーβー͝とにΞΫηε権をઃ

ఆでき、ձ報のอޢとϚルνςφϯτの実ݱをਤっ

た。

（4） հޢ用ର話シφリΦ構ங技術
�ʣରγφϦΦ࡞成

γεςϜのϢーβーである要հऀྸߴޢがड͚ೖれ

す͘、かͭέΞϚネδϟーͳͲのઐ৬が必要とする

報をऩूできるΑうͳରγφϦΦを作成した。۩ମత

には、ҎԼにࣔす �εςッϓで実ફతͳγφϦΦを作

成した。

第 1εςッϓとして、γφϦΦの構のݕ౼おΑͼ

ੜ成するγφϦΦのূݕのため、一ൠࣾஂ法人本հޢ

ձࣾイϯターネッτイϯϑΟࣜגձおΑͼڠԉઐһࢧ

従来の手法

嫌悪

平常

今回の手法

ࠩΛิਖ਼

不愛想
（や口角が下がっている）

ਪఆײ

デフォルトの表情を認識
（常に、や口角が下がっている）

ਪఆײ

ਤ�　ݸ�ਓのσϑΥルトͳ表Λ༻͍ͨײਪఆのόイΞεิਖ਼ٕज़
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χςΟのྗڠをಘて、人のઐ৬が実施するࡏհޢϞ

χタϦϯグରܭ �0 ݅（1݅ �0 ）のԻ・ಈը

データをऩूした。ͦれらのデータにରして、ϞχタϦ

ϯグର 1݅たり �ʙ �のओ要ͳ࣭を୲έΞ

Ϛネδϟーが༧めఆしてྟΜで͍ること、έΞϚネδ

ϟーがฉきた͍࣭のฉき取りにೖるલにಋೖ（Ξイε

ϒϨーΫ）を実施して͍ること、一ͭのओ要࣭をฉき

取りするために、ؔ࿈する࣭ࡶஊをڬΜͩฉき取り

をして͍ると͍った構を֬認した。

第 2εςッϓとして、߲࣍で開発したରγφϦΦ

をもとに、「దͳέΞϚネδϝϯτ手法」༷ޠݴड़ه

に基͍ͮて �000 ݅の࣭（έΞϚネδϟーが要հ

にฉき取りするओ要ͳ࣭）のγφϦΦを作成ऀྸߴޢ

した。۩ମతには、一ͭの࣭にରして「ฏৗ」、「ෆշ」、

「ෆշがۙに࿈続」、「ෆշがಉ࣭͡で複ճ」、「ت

ͼ」、「ڻき」の �ঢ়ଶのγεςϜԠをͦれͧれఆٛ

した。ここで作成した �000 ݅の࣭は、Ϣーβー

実ূの݁果を௨͡て度ϒϥッγϡΞッϓをॏͶるとと

もに、新ܕίϩφイルεײછのまΜԆをड͚て国立

研究開発法人国立णҩྍ研究ηϯターがެදした、ߴ

Ψイυϥイϯをࡦછରײίϩφイルεܕの新͚ऀྸ

౿ま͑た࣭߲のՃ（12）も実施した。

第 �εςッϓとして、ϞχタϦϯグର 1݅たり

�ʙ �のओ要ͳ࣭をέΞϚネδϟーがࣄલにఆし

て͍ることを౿ま͑、 �000 ݅の࣭のதから 1݅

たり �ʙ �のओ要ͳ࣭をத֩にରのྲྀれを

Έ立てた「ϓϦηッτ」を 1�݅作成した。ここで作成

したϓϦηッτは、Ϣーβー実ূ（1�間の࿈続利用）

で利用し、本研究全ମで開発をਐめるγεςϜ全ମのධ

Ձに活用した。ͦの実ূにઌ立ͪ、ϓϦηッτでબし

たओ要ͳ࣭（ϓϦηッτ 1݅にͭき �ʙ �）の

Έ合Θͤํ࣭のͭͳ͗ํに͍ͭて、業務ݧܦ年の

͍έΞϚネδϟー 8໊がධՁし、Ԇ �0ճҎ্のࢼ

行実施をܦてϓϦηッτγφϦΦのϒϥッγϡΞッϓを

実施した。ͳお、ϓϦηッτを複作成するにあたって

は、ޙड़する「�）ରγφϦΦΦーサϦϯグπール開発」

にࣔすΦーサϦϯグπールを活用し、γφϦΦ製作ऀの

作業࣌間がେ෯にॖ͞れることを֬認した。

�ʣରγφϦΦهड़ࡦ༷ޠݴఆ

ϚルνϞーμルをྀߟしたରをՄとする、9.-

を用͍たରγφϦΦهड़༷ޠݴをࡦఆした。:FT 

ਤ �　γφϦΦ編集πール
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NP ͳͲでճՄͳ࣭のճをҙຯղऍした݁果と

ͳる、「:FT」、「NP」、「ෆ໌」の �ঢ়ଶͦれͧれにγε

ςϜからのԠがهड़ՄであることにՃ͑、「࣭

のճ࣌にお͚るߴ度ϚルνϞーμルରイϯターϑΣ

ーε技術」でઆ໌͞れた手法でਪఆした、�छのײ（ฏ

ৗ、ෆշ、تͼ、ڻき）を用͍た。͞らに、ऀྸߴのܧ

続利用をଅすために、ରに用͍るײとして「ฏৗ」、

「ෆշ」、「ෆշがۙに࿈続」、「ෆշがಉ࣭͡で複

ճ」、「تͼ」、「ڻき」の �ঢ়ଶͦれͧれに、γεςϜ

からのԠがهड़Մである。࣭をεϜーζに行うた

めに、ରのΫッγϣϯとͳる発จをγφϦΦにهड़

でき、この発も �छのײ（ฏৗ、ෆշ、تͼ、ڻき）

にΑってりସ͑Մである。このΑうͳ、ճのҙຯ

�ঢ়ଶとײ �ঢ়ଶをΈ合Θͤて、࣍にઆ໌するର

γφϦΦのભҠに͍ͭても、ରγφϦΦهड़ޠݴ

༷にてఆٛした。

ͳお、࢝まりのѫࡰ、ऴΘりのѫࡰをهड़する開࢝・

ऴྃ用γφϦΦهड़༷ޠݴ、おΑͼݸ人のझຯझを

ώΞϦϯグするݸ人属ੑγφϦΦهड़༷ޠݴもࡦఆ

し、࣭のΈでͳ͘ରのதでϢーβーの報をऩूし

てࡶஊͳͲのରをՄとした。

また、հ࣭ޢのલにϢーβーをまͤるΞイεϒϨ

ーΫを行うಋೖγφϦΦをهड़でき、લճのϙδςΟϒͳ

ճલճのରの֓要をとしたରをՄとした。

�ʣରγφϦΦΦーαϦンάπール開発

ରγφϦΦهड़༷ޠݴにԊったରを行うための

࣭จ、࣭のભҠを༰қに作成ՄとするΦーサϦ

ϯグπール（8JOEPXT ΞϓϦ）を開発した。ΦーサϦ

ϯグπールは、γφϦΦฤूπールとγφϦΦ作成πー

ルがあり、作成したγφϦΦはΫϥυڥにอଘする。

γφϦΦฤूπールでは、エデΟタը໘にて࣭จと

Ԡจをೖྗでき、Ԡจはճのҙຯ �ঢ়ଶとײ �

ঢ়ଶのΈ合Θͤ͝とにهड़できるʢਤ �ʣ。また、࣭

จとԠจのΈ合ΘͤをϢχッτと͍う୯Ґでཧ

し、ͦのதで「Ϋッγϣϯとͳる発」、「࣭จ」、「࣭

のԠจ」、「ϞχタϦϯグ֬認」、「࣍に実行する࣭

をࢦఆ」をఆٛできる。͞らに、࣭とԠをԻで

֬認できる。

γφϦΦ作成πールでは、γφϦΦฤूπールで作成

したϢχッτをͭͳ͗合Θͤてରϑϩーをઃఆでき、

ରϑϩーはճのҙຯ �ঢ়ଶと �छのײのΈ合

ਤ ��γφϦΦ࡞成πール
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ΘͤにてذՄであるʢਤ �ʣ。

࣭とͳるϢχッτをΞイςϜબը໘からਤにυϥ

ッグˍυϩッϓし、実行する࣭をબ。ͦして、ͦ

れらのϢχッτ間のભҠ݅を「:FT」、「NP」、「ෆ໌」、

おΑͼ「ฏৗ」、「ෆշ」、「تͼ」、「ڻき」でબՄと

して、࣭のճとײにΑり一࿈のରをରの実行

୯ҐであるγφϦΦηッτとして構ஙՄとした。

開発したରγφϦΦΦーサϦϯグπールを利用した

ରγφϦΦのΧεタϚイζをέΞϚネδϟーに実施し

てもら͍、γφϦΦ作成にରγφϦΦΦーサϦϯグπ

ールが༗用であることを֬認した。

（5） ࣮ ݧ࣮ূ
本研究で開発するର AI の༗ޮੑをূݕするため、

要հऀྸߴޢをରとしたϢーβー実ূ、おΑͼέΞϚ

ネδϟーをରとしたϢーβー実ূをஈ֊తにاը、実

施した。研究開発のஈ֊にԠ͡て、খنͳϢーβー

実ূをฒ行తに実施することで研究開発のޮ果をߴめ

るとともに、新ܕίϩφイルεײછରԠをڬΜで、

2020 年度から 2022 年度にか͚て要հऀྸߴޢがूॅ

する施ઃ（サービεきॅ͚ऀྸߴ、έΞϋε）

のೖऀډ、おΑͼࡏでੜ活する要հऀྸߴޢをରと

して、1�間ຖ 1ճ、࿈続して利用してもらう実ূ

を 2� ճ実施した。࿈続実ূでは、1� ճҟͳるϓϦη

ッτγφϦΦを実行し、要հऀྸߴޢ୯ಠでγεςϜと

のରを実行してもらった。ର݁果は୲のέΞϚネ

δϟーに֬認してもら͍、「దͳέΞϚネδϝϯτ手

法」に基͍ͮた要հऀྸߴޢの෯͍ঢ়گをѲできる

こと（έΞϚネδϟーがٻめる報をऩूできて͍るこ

と）をূݕした。

本དྷ、.I$S6S とಉ͡報を人間がର໘でฉき取る

合のॴ要࣌間とͦのه࣌間をଌఆし、ͦれらの࣌間

と、.I$S6S を活用した8FC ΞϓϦでのରཤྺ֬認

मਖ਼に要した࣌間とのൺֱでは、ฏۉ ��0 から 2�2

（˛ ��8 ）にॖできることを֬認できて͍る。こ

れは、໘ஊ 1ճに૬する報ऩूにお͚るέΞϚネ

δϟーの業務࣌間を、おΑͦ ��ˋޮԽできるࢉܭと

ͳる。্هは、έΞϚネδϟーの๚ճをݮらͣ͞に

.I$S6S を活用するอकతͳఆͩが、๚ճをݮ

すれ「報ऩूҎ֎のをす࣌間」にՃ͑てԟ෮

のҠಈ࣌間もؚめ、͞らにଟ͘の業務࣌間がݮՄと

。られる͑ߟ

また、要հऀྸߴޢをରとしたϢーβー実ূにՃ

͑、͞らに活用がࠐݟまれる産業をデεΫτッϓௐ

ࠪし、ର技術が活用͞れるՄੑのある、ऀྸߴհޢ

Ҏ֎のԠ用のީิをநग़した。۩ମతには、要հޢ

ঢ়ଶの手લஈ֊である、ϑϨイルঢ়ଶにあるऀྸߴをର

としたϢーβー実ূを実施した。要հ͚ऀྸߴޢの

1� ճ࿈続の実ূとはผに、2ճఔ度のϓϦηッτを実

施し、ରγεςϜ௨͡て݈߁ঢ়ଶੜ活ঢ়گͳͲを

Ѳした。これにΑって、݈߁ঢ়ଶੜ活ঢ়گのϞχタϦ

ϯグ、ऀྸߴのू合ॅでのೖऀډの݈߁ཧ、࣏ࣗ

ମのҬแׅࢧԉηϯター、おΑͼอ݈ॴにお͚るհޢ

༧ࣄ業のϑΥϩーΞッϓͳͲに利用できるՄੑをݕ

ূした。

（6） ϓロジΣクト間協ಇͷ推進
ରγεςϜのԠ用ൣғの֦ுをࢦし、ؔ࿈ϓϩδ

ΣΫτのϢーεέーεにରγεςϜをదԠͤ͞、༗用

ੑをূݕする活ಈを 2݅実施した。

�ʣԻରΛ༻͍ͨトイϨঢ়֬گೝγεςϜ

ձࣾࣜג BCB と࿈ܞし、հޢ施ઃͳͲのڞ用τイϨ

を利用するऀྸߴを.I$S6S がでサϙーτするϢー

εέーεにରԠしたγεςϜを構ஙして、ରγεςϜ

の༗用ੑをূݕした。ண࠲ηϯサーͳͲの IP5 ηϯサー

と࿈ܞするγεςϜを構ஙし、実ࡍのհޢ施ઃのτイϨ

でಈ作ূݕを実施した。ண࠲をきっか͚として、「ࢴは

ありますかʁ」ͳͲのΑ͘あるࠔり͝とに͍ͭて、γε

ςϜからಈతにしか͚ることをՄにした。

�ʣҬแׅέΞγεςϜͱ.*C464 の࿈ܞγεςϜの開

発ͱධՁ

し、ϢܞձࣾΞルϜのҬแׅέΞγεςϜと࿈ࣜג

ーβーの.I$S6S にΑるରऴྃޙに、ରཤྺを

ҬแׅέΞγεςϜࣗಈొできる機を開発し、

ҬแׅέΞγεςϜがϦεΫੳに必要とする࣭߲

にؔするճデータ、ͳらͼにϢーβー発を֬࠶認で

きるΑうର࣌のಈըをҬแׅέΞγεςϜొՄ

にした。

 ߴ （7） ͚ऀྸ SNS ͱ࿈ܞしたスϚートフォン
্ͷ͚ऀྸߴϚルチϞーμルର話システム

�ʣ.*C464 αーόーͱ࿈͢ܞΔϚルνϞーμルԻର

ΞϓϦのߏங

.I$S6S の൚用ੑをߴめるための施ࡦとして、ൢࢢの
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εϚーτϑΥϯをϢーβーイϯターϑΣーεとして活用

するための開発を、'$N5 。して実施したܞձࣾと࿈ࣜג

εϚーτϑΥϯ্でಈ作するΞϓϦέーγϣϯの開発を

༰қにするため、.I$S6S のサーバーγεςϜと࿈ܞす

る API をまとめたϓϥッτϑΥーϜをεϚーτϑΥϯ

ଆに構ஙし、ͦのϓϥッτϑΥーϜ্でର用ΞϓϦを

ಈ作ͤ͞る構成とした。͵͍͙るΈܕԻରとಉ

༷のର機の実ݱにՃ͑、ిがかかって͘るͳͲで

֘ΞϓϦがத断した合でも、్தからରを࠶開で

きる機を実ݱした。これらの機に͍ͭて実ূ実ݧを

。りฦし行͍、ͳ͘ಈ作することを֬認した܁

�ʣϚルνϞーμルԻରΞϓϦͱྸߴ者4/4͚ γ

εςϜの࿈ܞ

͚ऀྸߴ SNS とԻରΞϓϦの࿈ܞのため、SNS

ίϯςϯπからର࣌にγεςϜが発し、ΦϦδφ

ルの SNS ίϯςϯπのಋೖとͳるηϦϑをநग़する、

ਂֶशのϞデルを構ஙした。NI$5 で開発して͍るࡶ

ஊରγεςϜ8E,DA に౷合し、.I$S6S で SNS ί

ϯςϯπをఏࣔՄとͳる。

また、ରとする SNS ίϯςϯπにはࣸਅがఴ͞

れて͍ることがଟ͘、ͦうしたࣸਅにରしてϢーβーが

発する発（ྫɿ「៉ྷͳՖͩͶ」、「ੲ、ಉ͡ॴに行

ったことがあるΑ」）にԠできるਂֶशϞデルも構

ஙし、.I$S6S で利用Մとͳった。

本研究開発を௨͡て、֤要ૉ技術のΞτϓッτඪ

を、また期実ূを௨͡て、τータルͳγεςϜとして

のϚルνϞーμルԻରγεςϜ（.I$S6S）のΞ

τϓッτඪをͦれͧれୡ成した。͞らに、ੜ産ੑ্

のଆ໘では.I$S6S を活用することで、໘ஊ 1ճに૬

する報ऩूに要するέΞϚネδϟーの業務࣌間を、

おΑͦ ��ˋݮできることを実ূ実ݧにて֬認し、本

研究開発のతをेにୡ成した。

実ূ実ݧのඃ（ऀྸߴ）ऀݧからも、.I$S6S にର

する全ମతͳҹをฉ͘Ξϯέーτにて �ஈ֊ධՁの

ฏۉで ��� とҹの݁果をಘた（2022 年度に実施

したऀྸߴ 2�໊にΑる実ূ実ݧのධՁ）。۩ମతには、

たまたまࣄલにָし͍ことがあったඃऀݧが実ݧにࢀՃ

したࡍ、.I$S6S が「ࠓはָしͦうですͶʁ」とԠ

をしたྫࣄ、୯にέΞϚネδϟーがฉき取るきこと

をώΞϦϯグする͚ͩでͳ͘、8FC 等の報を用͍た

ஊにؔして、.I$S6Sࡶ のࡶஊతԠのҎ্にରし

て、সإ「ͦれは໘ന͍ですͶ」と͍ったੵۃతͳڵ

ຯをࣔすԠがݟられた等、ҙతにड͚ࢭめられたこ

とͳͲがあり、ݙߩ要Ҽとͳって͍るものと͑ߟられる。

このΑうに、ඃऀݧのঢ়گをཧղしてدりఴったରを

することで、エϯυϢーβーࣗがରをָしΈ、き

ͣに͍続͚て͍た͚ͩͦうͳࣔࠦをಘることができ

た。実ࡍ、実ূ実ݧに͍ྗڠた͍ͩたέΞϚネδϟーか

らも、ऀྸߴにも無ཧͳ͘って͍た͚ͩるϨϕルまで

վળしてきており、ेにϞχタϦϯグの一ॿとͳりಘ

る、とίϝϯτを͍た͍ͩており、ͻっഭするհޢ業ք

のݱからもͦの༗用ੑを͘͝ߴධՁ͍た͍ͩた。この

Αうͳことから、հݱޢでのੜ産ੑ্を成し͛ͭ

ͭ、Αりߴස度（ຖ等）かͭタイϜϦーͳ݈߁ঢ়ଶの

νΣッΫにΑりհޢの࣭の্にͭͳがるとともに、ർ

れͳ͍ AI がීஈ͍のձ૬手としてのׂをͭ࣋こ

とでऀྸߴのίϛϡχέーγϣϯをଅし、কདྷの݈߁ঢ়

ଶのѱԽϦεΫの੍にݙߩすることが期できる。

また、研究開発͞れた.I$S6S の技術を用͍た新た

ͳϢーεέーεのԠ用として、ಉ SIP 第 2 期の΄か

の研究՝と࿈ܞし、Իରを活用したτイϨでのঢ়

認、おΑͼҬแׅέΞγεςϜ「5FBN」のର֬گ

報の࿈ܞに͍ͭても取りΈ、ͦれͧれのඪをୡ

成できた。

͞らに、εϚーτϑΥϯ্でಈ作する SNS と࿈ܞし

たରγεςϜにΑって、ऀྸߴのίϛϡχέーγϣϯ

ෆのղফ͚ͩではͳ͘、εϚーτϑΥϯをհしたଟ࠼

ͳڠ業の実ݱをޙԡしできると͑ߟられる。

本研究成果に͍ͭてはੵۃతに $EA5E$ ͳͲのలࣔ

ձでも P3したことで、γεςϜにؔ৺を࣏ࣗͭ࣋ମ

հޢ業ऀͳͲからも͍合Θͤが૿͑、実ূ実ݧにྗڠ

を͍たͩ͘ͳͲ࿈ܞもਐΜͩ。ޙࠓは、ऀྸߴର AI

サービεをݕ౼して͍るຽ間ا業ࣾձ՝・Ҭ՝

ղܾをࢦすຽ間ا業のࢧԉ（ϥイηϯεఏڙͳͲ）、

おΑͼデδタルデバイυのղফをਪਐして͍るํ࣏ࣗ

ମとのڞಉ実ূͳͲ、Ϣーεέーεを͛てࣾձ実を

ਐめて͍͘༧ఆである。

·ͱΊͱޙࠓͷల4
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本の国ڝࡍ૪ྗをҡ্・࣋して͍͘人ࡐを֬อし

て͍͘には、グϩーバルԽ報ԽにରԠしたڙࢠのҭ

成がٸ務である。こうしたഎܠにあってӳޠのදྗݱを

ޮతに৳す施ࡦが՝とͳって͍る。本研究開発で

は、このΑうͳ国ڝࡍ૪ྗڧԽにͭͳがるグϩーバルͳ

人ࡐをҭ成する؍から、ӳޠをֶशターήッτとして

બした。

ैདྷܕの一੪ڭܕҭでは、ੜెのݸผྗにԠ͡たֶ

शはできͳ͍。また、ڭՊ書の༰はৗੜ活で実ࡍに

Պ書͚ͩでは、ੜెがڭ、とのࠩがେき͘ޠΘれるӳ

ৗձの໘でΘれるΑうͳੜきたӳޠをଟ༷ͳද

ै、こͳͤるΑうにͳるのはし͍。このため͍でݱ

དྷの発とはҟͳる、新し͍ӳֶޠश法が必要である。

本開発研究では、ओにߍߴੜのӳֶޠशをターήッτ

とし、新たͳӳֶޠश法を用͍たςーϥーϝイυֶशの

実ݱにΑり、SPDJFUZ���0 のֶशޠめられるӳٻに࣌

ޮ果を 20ˋҎ্্ͤ͞ることをඪとした。ͦれら

の研究成果をࣾձ全ମにීٴ・ల開して͍͘ことで、ڭ

ҭݱでの新たͳՁをग़する実用Խྫをଟ͘ग़

し、SPDJFUZ���0 を۩ݱԽして͍͘。

（1） ࣮ 期間ࢪ
2018 年度ʙ 2022 年度

（2） ࣮ 法ํࢪ
本開発研究では、ߍߴੜをରとしたӳֶޠश法の研

究に取りΉこととした。

研究開࢝にあたり、ߍߴੜをターήッτに実ূ実ݧを

行うため、ਆಸݝԣਢլࢢのࡾӜֶԓߴ等ֶߍを実ূ

実ߍྗڠݧとしてબఆ。ֶशϩグをిࢠతにデータऩू

するため、ߍに無ઢ -AN ରऀݧを構ஙし、実ڥ

にֶशΞϓϦをࡌしたタϒϨッτをした（2年

Ҏ߱はֶߍ全ମでタϒϨッτをಋೖすることとͳったの

でॳ年度のΈ）。

研究ͷత1

期間ͱํ法2ࢪ࣮

˔ອ画Λࡐͱͨ͠ӳޠ学शࡐڭʮອ画ϦογϡʯΛߟҊ͠ɺӳ୯ޠΫイζ͓Αͼӳ࡞จԋशΛΈ߹Θ
ͤͯςーϥーϝイυӳޠ学शϓϥοトϑΥーϜΛ開発ͨ͠ɻ

˔ອ画Ϧογϡɺߍߴੜʹਓؾのອ画Λӳจ݀ຒΊʹղ͠ͳ͕ΒಡΈਐΊΔࡐڭͰ͋Δɻ学श者
ɺອ画Ϧογϡӳ୯ޠΫイζの学शཤྺʹͮ͘جӳ୯ޠΛͨͬɺࣗ༝ӳ࡞จの࡞成ԋशΛ行͏ɻ
ӳ࡞จɺӳޠͰهೖ͢Δ͜ͱɺ%FFQ-ˎ� Λͯͬ日ຊޠจの༁݁果Λղཝʹهೖ͢Δ͜
ͱͰ͖Δɻ

˔ӳ࡞จの࠾ʹɺಠࣗʹ開発ͨ͠ "* ࣗಈ࠾ϞジϡールΛಋೖ͍ͯ͠Δɻ学श者ɺߴಘΛࢦ
Ͱ͖ΔɻظΔ͜ͱ্͕ͤ͞Λྗݱ表ޠจԋशΛ行͏͜ͱͰɺӳ࡞Γฦ͠ӳ܁ͯ͠

国ཱେ学法ਓ౦ژେ学ɺΤψ・ςΟ・ςΟϥーχンάγεςϜζࣜג会ࣾ

৽し͍EETFDIϓラットフォームɿ
ອըリッシュʹΑΔテーラーϝイυӳޠ学श

"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンʹΑΔऔΓΈ

ˎ� DeepL 社が開発・提供している機械訳サービス。
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"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンʹΑΔऔΓΈ
৽͍͠&ETFDIϓϥοトϑΥーϜɿອ画ϦογϡʹΑΔςーϥーϝイυӳޠ学श

を用͍たֶशをतࡐڭ用ݧでは、実ߍ等ֶߴӜֶԓࡾ

業の一部に取りೖれてもら͍、ֶशޮ果をূݕした。ま

た、์՝ޙՆٳΈͳͲのत業֎期間にඃऀݧをืूし

て実施する実ݧも行った。期తͳֶྗมԽをѲする

ため、ඃऀݧとͳるֶੜは、N55 υίϞの E�S（EOHMJTI�

��SLJMMT）のֶྗςετを年 �ճఆ期తにडݧした。ま

た、ֶश࣌のੜମデータのมԽを研究することをతと

し、ֶ श࣌のデΟーϓデータˎ�もऩूした。۩ମతには、

ܭNI3Sˎ�、ࢹઢܭଌを用͍たֶश࣌のੜମデー

タऩू、ʑతӡಈの活ಈྔデータऩूを行った。実

ূ実ߍݧはॳࡾӜֶԓߴ等ֶߍ 、からεターτしߍ1

ͦの࣏໌、ޙେֶ属໌ߴ࣏等ֶߍルネサϯεߴ等ֶ

を֦ॆした。また、ΑりنグルーϓͳͲをՃしてߍ

౷੍͞れた実ݧを行うため、໌࣏େֶཧֶ部のֶੜを

ରにした実ݧも行った。໌࣏େֶでは、ߍߴੜେֶੜ

とも E�S にՃ͑ 5OEI$ をఆ期తにडݧしてもら͍ӳޠ

ྗのԽをࢼΈた。

ӳֶޠश法のݕ౼にあたっては、$MP[F�5FTU と͍うֶ

श法にணした。$MP[F�5FTU はとこΖͲこΖに空ཝの空

͍たӳจを݀ຒめしͳがらಡղするӳֶޠश法で、ֶश

ऀのޠݴྗをධՁするςετとして༗用ͳ͚ͩでͳ

͘、աڈの͞ま͟まͳ研究にΑってڭޠݴҭのࡐڭとし

ても༗用ੑが期͞れて͍るˎ�。

զʑは $MP[F�5FTU のޮ果をূݕするため、タϒϨッτ

্で $MP[F�5FTU をֶशし、৮ཤྺղ

ཤྺと͍ったֶशϩグをऩूする $MP[F�5FTU ΞϓϦを

開発。2020 年度Αり、ࡾӜֶԓߴ等ֶߍのੜెをର

とした$MP[F�5FTUΞϓϦֶश実ݧを実施した。実ݧは1、

2年ੜ全һをରとし、$MP[F�5FTU ΞϓϦのૢ作法ֶ

शํ法のࢦಋのत業を 1年間ࣗ༝に、ޙ実施したݶ࣌1

ֶशしてもらうࣜܗで実施したʢਤ �ʣ。

$MP[F�5FTU の期తͳֶश実ݧを行うதで、ೋͭの

େきͳ՝がかってきた。一ͭはֶशऀのの

、もう一ͭはද্ྗݱのである。一ͭめの

のは、$MP[F�5FTU ΞϓϦのग़のํにىҼする。

$MP[F�5FTU ΞϓϦは୯७ͳӳޠのจষと空ཝՕॴをຒめ

るで構成͞れており、ܧ続してってもらうには

きると͍うをࠀする必要があった。ೋͭめのදݱ

のは、$MP[F�5FTU্ྗ のֶश法にىҼする。༩͑

られたӳจの一部を݀ຒめする $MP[F�5FTU のֶश法は、

༩͑られたӳจをղऍし空ཝՕॴにೖるదͳ୯ޠをߟ

͑るもので、ࣗ ༝ͳӳޠදྗݱがに͘ものではͳ͍。

実ࡍにӳޠが用͞れる໘は、ώϯτとͳるจͳͲは

ଘࡏしͳ͍。ֶशऀにਅにٻめられるӳޠྗは、ࣗ

がݟたりฉ͍たりࢥったりしたことがࣗ༝にදݱできる

ӳޠදྗݱである。

のにରしては、ֶशίϯςϯπとしてߍߴੜ

に人ؾのあるອըのӳޠ൛を活用することを͑ߟた。ອ

ըを活用することで、ֶशऀはೃછΈのίϯςϯπをָ

しΈͳがらֶशできる。また、ອըίϯςϯπにはৗ

ձで用͞れる「ੜきたӳޠ」がଟΘれており、

にଟ͘৮れられるݱදޠにൺて実ફతͳӳࡐڭՊ書ڭ

利もある。զʑは、このອըίϯςϯπを活用し、ֶ

शऀがָしΈͳがらӳޠදྗݱを৳ͤるֶशγεςϜ

として、ອըϦッγϡを活用したςーϥーϝイυӳֶޠ

शϓϥッτϑΥーϜを開発した。

ˎ�� その人の属性やझ味ᅂ好を深く長く積したデータ。

ˎ� 近赤外線の光を利用して、脳や筋肉の血中のヘモグロビンೱ度の変化を測定する装置。

ˎ�  Taylor, W. L.: ⾉Cloze⾊ readability scores as indices of individual diff erences in comprehension and aptitude., Journal of Applied Psychology, 
Vol. 41, No. 1, p. 19 (1957)

ਤ �　CMP[FTFTU 学शΞϓϦの画໘表ࣔ
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ອըをࡐとしたӳֶޠशࡐڭ「ອըϦッγϡ」を࣠

としたςーϥーϝイυӳֶޠशϓϥッτϑΥーϜをߟҊ

し、ύιίϯタϒϨッτ্でಈ作ՄͳֶशΞϓϦを

開発した。ອըϦッγϡは、本の著໊ອըのӳ༁൛

をࡐとしたӳࡐڭޠであり、ਧきग़しの一部が $MP[F�

5FTU のΑうに݀ຒめとͳって͍る。ࣙ書機も

をࣙ書Ҿきしͳޠれており、ֶशऀはからͳ͍୯͞ࡌ

がらອըをಡΈਐΉ。

ອըには、ৗձで用͞れる「ੜきたӳޠ」がଟ

利用͞れて͍る。ͦこで、ອըϦッγϡは༧උࢣߨߍ

にΑるੜきたӳޠのղઆಈըࡐڭをఏڙし、ֶशऀにڵ

ຯを࣋ってӳޠをֶΜでもらうΑうઃ͞ܭれて͍る。ֶ

शऀは、ອըと͍う׳れしΜͩࡐをಡΈ、ղઆಈը

をࢹௌし、݀ຒめをղきͳがらָしֶ͘शすること

でੜきたӳޠをମಘするʢਤ �）。

ອըϦッγϡにՃ͑、ӳ୯ޠΫイζとӳ作จԋशをՃ

͑たֶशΞϓϦ܈を、ςーϥーϝイυӳֶޠशϓϥッ

τϑΥーϜとしてࡐڭԽした。ӳ୯ޠΫイζΞϓϦは、

N55 ίϛϡχέーγϣϯՊֶ基ૅ研究ॴ（N55�$S 研）

で作成͞れた୯ޠີ度データに基ͮき、ֶशऀがֶश

すきӳ୯ޠを༧ଌしてग़する。ӳ作จԋशΞϓϦは、

՝としてग़͞れたӳ୯ޠをؚΉจষをֶशऀがࣗ༝ӳ

作จするΞϓϦである。ӳ作จは、ӳޠでهೖする

ことも、DFFQ- を用͍て本ޠで作成したจষの༁

݁果をղཝにೖྗすることもできる（༁݁果のίϐ

ーϖーετはෆՄ）。՝とͳるӳ୯ޠには、ອըϦッ

γϡӳ୯ޠΫイζでղしたり、ࣙ書Ҿきした୯

研究ͷ成果3

ਤ �　ອ画Ϧογϡ࣮行画໘ͱղઆಈ画ࡐڭ画໘

ਤ �　ӳ࡞จԋशΞϓϦ࣮行画໘

ࡧݕΛタοϓ͢ΔͱώントΛޠΈΑ͏ʂ୯ͯ͑ߟจͲΜͳจষ͔ɺݪ

-ET�S ST3IKE A BA3(AIN 100 .I--I0N 
:EN.
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"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンʹΑΔऔΓΈ
৽͍͠&ETFDIϓϥοトϑΥーϜɿອ画ϦογϡʹΑΔςーϥーϝイυӳޠ学श

用するʢਤをޠ �ʣ。このΑうにອըϦッγϡでֶश

（ೖྗ）͞れた୯ޠを、ӳ作จでදݱ（ग़ྗ）するֶश

が、ֶशऀのӳޠද্ྗݱにͭͳがることを期して

͍る。

ӳ作จԋशΞϓϦをֶशऀのද্ྗݱにͭͳ͛るに

は、ֶशऀがΑりଟ͘のӳ作จを作成し、͞ま͟まͳӳ

จに৮れることがޮ果తであり、ͦのための༗ޮͳ手ஈ

は、一ͭのઃにԿ度もӳ作จすることである。ͦこで、

AIにΑるӳ作จࣗಈ࠾Ϟδϡール「S$3E8」を開発し、

ӳ作จԋशΞϓϦにಋೖした。S$3E8は AI を活用し、

ֶशऀが作成したӳ作จのදྗݱをଌఆするϞδϡール

であるʢਤ �ʣ。

දྗݱのଌఆは、#E35 と͍うࣗવޠݴॲཧϞδϡー

ルのϚεΫޠݴϞデルを用͍た、空ॴ୯ޠ༧ଌを利用

する。空ॴ୯ޠ༧ଌとは、จষதの一୯ޠをϚεΫし、

ͦのՕॴを #E35 のϚεΫޠݴϞデルとর合して、ͦ

こにೖるީิの୯ޠとͦの֬৴度をࢉग़する機であ

る。S$3E8は、空ॴ୯ޠ༧ଌを活用してग़୯ޠの།

一ੑνΣッΫを行う。۩ମతには、ग़୯ޠをϚεΫし

たࡍにಘられるग़୯ޠの֬৴度が͍ߴ΄Ͳग़ݱ୯ޠ

の།一ੑが͍ߴとఆし、ߴಘの࠾είΞをฦす。

S$3E8はこのΑうにଌఆすることで、ग़୯ޠが΄か

のӳ୯ޠにஔき͑ෆՄかͲうかをνΣッΫして࠾

できる。΄かの୯ޠでஔき͑ෆՄͳӳ作จは、ग़

୯ޠをੜかしたදྗݱの͍ߴӳ作จであることをࣔࠦし

て͍る。ֶशऀは、S$3E8の࠾είΞをݟͳがらߴ

ಘをࢦしてจষを࿅りし、新たͳӳจを作成する

ことでΑりଟ͘のӳจに৮れることができ、݁果として

。がに͘ྗݱද͍ߴ

͞らに、空ॴ୯ޠ༧ଌを活用したӳจ݀ຒめࣗಈ

作成Ϟδϡール「$-O;E3」ˎ�を開発し、ອըϦッγ

ϡΞϓϦにಋೖした。$-O;E3 は、݀ຒめՕॴにೖるީ

ิ୯ޠの֬৴度が΄かのީิΑりѹతに͍ߴՕॴを݀

ຒめとすることで、݀ຒめのղのᐆດੑ（ҙ

ਤした୯ޠҎ֎の୯ޠがਖ਼ղとしてೖってしまうՄ

ੑ）を੍できる。$-O;E3 の活用にΑり、ອըίϯς

ϯπதに $MP[F�5FTU を作成することが༰қとͳる。

ӳֶޠशϓϥッτϑΥーϜのֶशঢ়گѲ、ֶशऀ

のֶशϞνϕーγϣϯҡ࣋をਤるため、ͦれͧれのֶ

शΞϓϦを౷合したμッγϡϘーυを開発したʢਤ �ʣ。

μッγϡϘーυには、ֶ֤शΞϓϦのֶशঢ়گをՄࢹԽ

する͚ͩでͳ͘、ݸʑのֶशঢ়گにԠ͡たֶश߲のఏ

ҊにՃ͑、ֶशϙイϯτ੍にΑるϞνϕーγϣϯҡ࣋の

まれて͍る。ֶशϙイϯτは、ֶशऀࠐがΈֻ͚

の「10 ϙイϯτ֫ಘできたΑʂ」と͍ったจݴにΑる

ಈ機͚を行ったり、ࣗݾϕετଞऀとڝ૪すること

でϥϯΩϯグにΑるಈ機͚が行͑る。

ອըϦッγϡをは͡めとするςーϥーϝイυӳֶޠश

ϓϥッτϑΥーϜは、「(O�E�.ON」と͍う౦ژେֶで

開発したֶशΞϓϦέーγϣϯ基盤γεςϜ্のֶशΞ

ϓϦとしてಈ作するʢਤ �ʣ。(O�E�.ON は、ࢄ PDS

（PFSTPOBM�DBUB�SUPSF）を利用したΦϯϥイϯ実ݧϓϥ

ਤ �　4C3&8の֓೦ਤ

ˎ� 松森 ΄か . マスク言語モデルを利用した Open Cloze 問題の自動生成 , 第 36 回人工知能学会全国大会 , 3N4-GS-10-04 (2022)

ˎ�  S.Yazawa et al. GO-E-MON: A New Online Platform for Decentralized Cognitive Science, Big Data and Cognitive Computing, Vol.5, issue 
4 (2021)
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ッτϑΥーϜであるˎ�。(O�E�.ONを活用することで、

ອըϦッγϡの実ূ実ڥݧを༰қに構ஙできる。ͦれ

ͧれのӳֶޠशΞϓϦをֶशしたࡍにಘられる、৮ཤ

ྺղͳͲのֶशϩグ、おΑͼֶशऀのݸ人報

は「PFSTPOBSZ���P-3」と͍うࢄ PDS にอଘ͞れる。

PFSTPOBSZ���P-3 では、ֶशϩグのॴ༗権はֶशऀに帰

属するとの͑ߟのもと、ֶशϩグのൿಗੑϓϥイバγ

ーอޢをྀߟしてデータをอଘする。

ອըϦッγϡをったӳֶޠशϓϥッτϑΥーϜのֶ

शޮ果をଌఆするため、ϓϥッτϑΥーϜをったֶश

がӳ্ྗޠにͲのఔ度݁ͼ͍て͍るかをূݕする実

部のֶੜֶେֶཧ࣏は໌ݧを行った。実ݧ 1�໊をର

として行Θれた。ඃऀݧは、ӳ作จԋशの՝とͳる

୯ޠをອըϦッγϡでࣙ書ҾきΫイζにΑりֶशした

৮୯ޠを用する܈（ਵܕ 10໊）と、ඇ৮୯ޠ

を用する܈（ඇਵ1໊、10໊ܕϙετςετະ実施）

の 2ͭの܈に͚られた。実ূ実ݧは、1ϲ݄間のϓϥ

ッτϑΥーϜをったֶशهとֶशલޙの 5OEI$ の

είΞに基͍ͮて͍る。ਤ �にອըϦッγϡֶशલޙに

お͚るਵܕ、ඇਵܕผの 5OEI$ είΞのมԽ

をදすശͻ͛ਤをࣔす。ਤதのઢで݁れたϓϩッτ

はಉֶ͡शऀのֶशલ（QSF）、ֶशޙ 	QPTU
 の 5OEI$

είΞである。ֶ शલにରするֶशޙのείΞ૿Ճは、

ਵܕ 1��2ˋ、ඇਵܕ ���ˋでਵܕのํがείΞ্

ঢがେき͍݁果がಘられた。5OEI$ 等の一ൠతݧࢼ

では、հೖલの成が͍ߴとࠩがදれに͍͘。これを

し、ਤྀߟ �にֶशલの 5OEI$ είΞがฏۉతと͞れ

る �00 ະຬのඃऀݧ 1� ໊にߜったείΞมԽをࣔ

す。このඃ܈ऀݧにお͍ては、είΞの্ঢがݦ著にݟ

られ、ಛにਵܕにお͍てॳのֶशޮ果のඪ 20ˋ

を͑る 21�8ˋの૿Ճがಘられた。ඇਵܕの૿Ճ

は 8�2ˋであり、このඃ܈ऀݧにお͍てはਵܕのε

ίΞ্ঢが໌֬にͳって͍る。

また、ڭһଆのੜ産ੑ্にؔするධՁも実施した。

һ（8໊）に།一ੑを୲อしたӳจ݀ڭޠӜֶԓのӳࡾ

ຒめを実ࡍに作成してもらう実ݧを行ったとこΖ、

ランキングに
よる動機付け

文言による動機付け

ਤ �　μογϡϘーυの画໘イϝージͱػ

ӳ୯ޠ
クイズ

ӳ作文
演श

ອ画
Ϧογϡ

ອ画ӳޠ
の

ղઆಈ画

(0�E�.0NɿೝՊ学͚Φンϥイン࣮ݧϓϥοトϑΥーϜ
֤छ学शΞϓϦέーγϣンのج൫γεςϜ

PFSTPOaSZ � P-3ɿࢄʢ%FDFOUSBMJ[FE�PFSTPOBM�%BUB�4UPSFʣ
҆શ͔ͭ҆ՁʹσータΛอଘ͢ΔͨΊのج൫γεςϜ���

ബ࢛֯ɿ࣮ূ࣮ݧͰհೖʗରর܈のൺֱ͋Γ
దԽʣ͋Γ࠷ผݸɿύーιφϥイζʢࣈ৭文ࢵ

ຌྫ

参加者͔Βऩ集֤ͨ͠छσータݧ果࣮݁ݧ࣮

௨
৴

ϙイントʹ
ΑΔಈ機͚ͮ

จݴʹΑΔ
ಈ͚ͮػ

μογϡϘーυ

ਤ �　ӳޠ学शγεςϜのߏ成ਤ　
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"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンʹΑΔऔΓΈ
৽͍͠&ETFDIϓϥοトϑΥーϜɿອ画ϦογϡʹΑΔςーϥーϝイυӳޠ学श

1 作成にඅす࣌間はฏۉ 2�0 ඵであった。また、

ࣗ༝ӳ作จの࠾に͍ͭてڭһに࠾ํ法のώΞϦϯグ

を行͍、1の࠾に180ඵఔ度かかるとの݁果をಘた。

これにରし、AI にΑるӳจ݀ຒめ作成ӳ作จ࠾に

かかる࣌間は࠷େ 10ඵであり、ίετはӳจ݀ຒめ

作成 1�2�、ӳ作จ࠾ 1�18 にվળして͍ると͑ߟ

られる。AI ಋೖにΑるڭһίετݮのにؔしては、

実行࣌間のॖΑり作成࠾にかかるίετが 0

にͳることがॏ要である。ྫ͑、一Ϋϥε �0໊のӳ

作จ࠾をࣗಈԽすることで �ʷ �0 ʹ 120 のڭһ

ίετݮを実ݱすることがՄとͳる。また、त業

行໘では、ࣗ༝ӳ作จのֶशにお͍て S$3E8がӳ作จ

をࣗಈ࠾することでੜెがԿ度でもӳ作จにνϟϨϯ

δできるϝϦッτがಘられる。ಉ༷のֶशをڭһがत業

தに実施することはࠔであり、AI ಋೖで新たͳࣜܗ

のत業が実施できることをࣔࠦして͍る。

にԠืूืऀݧでは、ඃݧੜをରとした実ূ実ߍߴ

のあった 1000 ໊ఔ度のߍߴੜにອըϦッγϡϓϥッτ

ϑΥーϜを 1か݄ఔ度ࣗ༝にֶशしてもらֶ͍शϩグ

のੳを行った。ݱঢ়のੳでは、໌࣏େֶでの実ূ研

究とಉ༷の݁果が期できる。ͩたし、ֶशҙཉ等を͞

らにߴめるため、қ度のௐ等を行う必要がある。

新し͍ӳֶޠशのࡐڭとして、ອըを活用したֶशڭ

େֶで開発したֶशΞϓژҊし、౦ߟອըϦッγϡをࡐ

Ϧέーγϣϯ基盤γεςϜ্のӳֶޠशΞϓϦとして実

した。ອըϦッγϡは、ӳޠ൛のອըをࡐとし、ӳ

จ݀ຒめΫイζࢣߨにΑるղઆをަ͑てອըをಡΈਐ

めるӳֶޠशΞϓϦであり、ੜెはָし͘「ੜきたӳޠ」

をֶる。また、ֶྗϨϕルにదԠしたӳ୯ޠΫイζ

ֶशしたӳ୯ޠをもとにしたӳ作จがԋशでき、これら

を܁りฦすことでӳྗޠの্が期できる。େֶੜを

ରとした実ݧでは、ֶशલ 5OEI$ είΞ �00 ະຬ

のඃ܈ऀݧにお͍てֶशޙ 5OEI$ είΞが 20ˋҎ্

্することが֬認できた。

また、ອըϦッγϡでは、AI にΑるӳจ݀ຒめ

ࣗಈੜ成Ϟδϡールとӳ作จࣗಈ࠾Ϟδϡールを

開発・ಋೖし、ӳจ݀ຒめӳ作จ࠾にかかるڭһί

ετをݮすることに成ޭした。これにΑり、ອըϦッ

γϡಋೖにΑってڭһίετをݮすることができ、ڭ

һのੜ産ੑ্にد༩することがՄである。

を続ূݕにΑるݧでの実ূ実ߍߴは、͞ま͟まͳޙࠓ

͚るとともに、ອըϦッγϡの͞らͳるల開、ͻ͍ては

を行って͍͘༧ఆである。ίϯςϯࡦた施͚業Խにࣄ

π૿ڧに͚たग़൛ࣾίϯςϯπࣄ業ऀとの࿈ܞ、本

業をબఆ、もし͘はεا業Խύーτφーとͳるࣄのࡐڭ

ターτΞッϓا業立্ͪ͛のݕ౼をਐめ、202� 年度

をඪにӳֶޠशΞϓϦのఏڙをࢦす༧ఆである。

また、本ςーϚでは、ΦϯϥイϯֶशΞϓϦの৮ཤ

ྺઃղͳͲのֶशϩグにՃ͑、त業தのݱࡱӨ

活ಈ、活ಈྔデータ（ӡಈデータ）と͍ったデΟー

ϓデータをଟऩूして͍る。これらのେͳデータを

活用して͍͘ことで、ैདྷ໌らかにͳって͍ͳֶ͍शޮ

果のՊֶతͳղ໌にͭͳ͛ることをࢦして͍͘。

·ͱΊͱޙࠓͷల4

ਤ �　ӳ࡞จԋशの出੍ޚผ T0&*C είΞのมԽ ਤ �　�ӳ࡞จԋशの出੍ޚผ T0&*C είΞのมԽʢT0&*C εί
Ξ ��� ҎԼඃݧ者ɻਵܕ �名ɺඇਵܕ �名ʣ
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ҭのありํをڭߍֶ SPDJFUZ���0 のֶͼのと࣌

ਐԽͤ͞るため、ϕςϥϯࢣڭのݧܦڭҭεΩルを

AI 技術にΑって͍ͭでもݱ࠶Մとし、エビデϯεに

基ͮ͘ݸ人（ֶशऀ）のಛੑに合Θͤた、ςーϥーϝイ

υڭҭを実ݱする。۩ମతには、ֶڭߍҭݱのビッグ

データを取ಘ・ੵして AI 技術とΈ合Θͤることで、

దԽし、ֶशऀの࠷・ಋํ法をղੳࢦ・ଘのֶशํ法ط

దͳֶशίϯςϯπを࠷ʑのशख़度に合Θͤたݸੑݸ

ఏڙするγεςϜを開発した。あΘͤて、ࢣڭとֶशऀ、

ֶशऀと AI のํのイϯタϥΫγϣϯをϦΞルタイ

Ϝにղੳし、ֶशऀのཧղ度ࣗओֶशྗ、ϝタ認ྗ

ͳͲをࢣڭにϑΟーυバッΫするγεςϜを開発した。

本研究開発では、ࢣڭ・ֶशऀ間のイϯタϥΫγϣϯ

をεタデΟ・ϩグԽする研究開発としてֶ・ӳޠをओ

ͳରとし、त業Ոఉֶशでのֶशऀ（খ・த・ߴ等

のੜెをఆ）のεタデΟ・ϩグをऩू・ੵするߍֶ

。のऩूデータ߲と、ͦの༗ޮੑを໌らかにしたࡍ

また、ֶशࢧԉにΑるཧղ度มԽをྨܕԽし、༗ޮͳ

ֶशࢧԉを実ݱする研究開発として、ϖμΰδΧル（ڭ

ҭֶ）報ϓϥッτϑΥーϜにੵ͞れたεタデΟ・ϩ

グをੳし、認ՊֶతΞϓϩーνからྨܕԽした。ͦ

れにΑって、一人一人のֶशऀ͝とにཧղ度ߟࢥのಛ

ੑにԠ͡たֶशࢧԉ（ํ法、༰、ස度タイϛϯグ）

が行͑るΈを研究開発した。

（1） ࣮ 期間ࢪ
2018 年度ʙ 2022 年度

（2） ࣮ 法ํࢪ
զʑはϥーχϯグΞφϦςΟΫεとエビデϯεに基ͮ

�ԉするため、「-EA'（-FBSOJOH�BOE�EWJEFODFࢧҭをڭ͘

AOBMZUJDT�'SBNFXPSL）」γεςϜを開発したʢਤ �ʣ。

このத৺にあるのが、ֶ शཧγεςϜ「-.S（-FBSOJOH�

.BOBHFNFOU�SZTUFN）」で、ڭһֶੜがύιίϯ

タϒϨッτͳͲの報を用͍てγεςϜにΞΫη

εし、ֶੜのग़੮ཧϨϙーτఏग़、成ཧͳͲ

を行う。ྫ͑、ଟ͘のେֶでは、.PPEMF  $BOWBT、

SBLBJ ͳͲの -.S をಋೖして͍る。ژେֶでは -.S

と࿈ܞしてࡐڭを৴する「#PPL3PMMˎ�」と͍うγε

ςϜを開発した。デδタルڭՊ書ࢣڭがͭ͘った

研究ͷత1

期間ͱํ法2ࢪ࣮

˔ϥーχンάΞφϦςΟΫεͱΤϏσンεʹڭͮ͘جҭΛࢧԉ͢ΔͨΊʹɺ学ڭߍҭݱ場のϏοάσータ
ऩ集・ੳج൫γεςϜΛߏங͠ɺΤϏσンεΛੵ・ڞ༗͢ΔΈΛڀݚ開発ͨ͠ɻ

˔த・ߴ等学ߍの Ոఉ学शͰの学श者のεタσΟ・ϩάΛརۀʣΛରͱ͠ɺतޠՊʢ学・ӳڭ�
ͱͦの༗ޮੑΛ明Β͔ʹͨ͠ɻྫࣄΔ͢༺׆

˔ࣝϚοϓʹͮ͘ج "* ਪનσータۦಈのࣗݾओಋ学शࢧԉɺσジタルಡॻʹΑΔಡղࢧԉͳͲのٕ
ज़ʹΑͬͯɺΤϏσンεʹͮ͘جςーϥーϝイυڭҭΛݕ౼ͨ͠ɻ

国ཱେ学法ਓژେ学

デジタルࡐڭ信システムBPPL3PMMを用͍た
育データऩڭ ・ूੳ基盤システムͱ
エビデンス共༗システム

"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンʹΑΔऔΓΈ

ˎ� 教員が教材を登録すれば、学生がブラウザで教材のӾ覧ができ、学習ログが記録できるシステム。
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"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンʹΑΔऔΓΈ
σジタルࡐڭ৴γεςϜ#PPL3PMMΛ༻͍ͨڭҭσータऩ集・ੳج൫γεςϜͱΤϏσンεڞ༗γεςϜ

��ɿページҠಈ ��ɿページҠಈεΫϩールόー

�ɿϦίϝンυ �ɿζーϜ �ɿϚーΧー �ɿϝϞ

�ɿࡧݕ�ɿϒοΫϚーΫ ��ɿϞーυସ ��ɿページ番号 ��ɿඇ表ࣔ

��ɿຊจ内ϝϞ

�ɿϗーϜ �ɿશ画໘表ࣔ �ɿࣙ ॻ

��ɿΔ

��ɿຊจ内ϚーΧー

ਤ �　-&"' γεςϜのશ体૾

ਤ ৴γεςϜࡐڭ　� 	#PPL3PMM


��ɿϝχϡー

��ɿਐΉ
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ूおΑͼઆ໌ࢿྉをొし、ֶੜは #PPL3PMM ্でڭ

Ӿཡཤྺが、ࡍをӾཡする。ͦのࡐ YAPI（EYQFSJFODF�

API）ˎ ˎでϥーχϯグϨίーデΟϯグετΞ（-3S）ࣜܗ� �

にੵ͞れる。#PPL3PMM にՃ͑、-3Sにੵ͞れたデー

タをੳ・ՄࢹԽするπールとして「ϩグύϨッτˎ�」

と͍うμッγϡϘーυも開発しており、一ͭのֶߍに一

ͭの -3S があって、成ʑのֶशڭҭ活ಈのデー

タがੵ͞れることをఆして͍る。΄かのֶߍにも

-3S があり、ֶੜがখ・த・ߴ・େֶと成するにै͍、

ࢄした -3S を࿈݁するためにϒϩッΫνΣーϯ技術

をԠ用する研究を行った。

#PPL3PMM は、8FC ϒϥβでಈ作するࡐڭ৴γε

ςϜでありϚーΧー、ϝϞ、Ϋイζ、Իの࠶ੜͳͲの

機をͭ࣋ʢਤ �ʣ。デδタルڭՊ書ू、ࢣڭが

ͭ͘ったεϥイυࡐڭࢿྉはPD'でొできる。また、

ֶशϩグऩू機をͪ࣋、ϖーδҠಈ、ϚーΧー、ϝϞ、

手書きղ、ΫイζのղͳͲのϩグがऩू͞れる。

ϩグύϨッτは、-3S にੵ͞れたεタデΟ・ϩグを

ੳՄࢹԽし、ֶशऀとࢣڭにϑΟーυバッΫするμ

ッγϡϘーυであるʢਤ �ʣ。ྫ͑、基ૅੳとして、

ͦ、間、ϚーΧーϝϞの࣌・のӾཡୡ成ࡐڭ の༰、

Ϋイζのղ・ਖ਼ղͳͲのࢦඪがදࣔ͞れる。Ԡ用

ੳとしては、ࡐڭの্にҾかれたϚーΧーの一ཡදࣔ、

手書きղのղੳ、֤Պのֶश要ૉの構とཧղ度の

ˎ� あらゆる学習履歴（経験）データを収集・記録するための、データ仕様のオープン標準規格。

ˎ� 学習履歴データを格納するデータベース。

ˎ� 積された学習履歴データが分析可視化でき、学習者と教師にフィードバックできるシステム。

ਤ�　εタσΟ・ϩάΛੳՄࢹԽ͢ΔμογϡϘーυʢϩάύϨοトʣ
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"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンʹΑΔऔΓΈ
σジタルࡐڭ৴γεςϜ#PPL3PMMΛ༻͍ͨڭҭσータऩ集・ੳج൫γεςϜͱΤϏσンεڞ༗γεςϜ

ՄࢹԽ（ࣝϚッϓ）ͳͲがଘࡏする。͞らに発లϞδ

ϡールとして、AI ਪન、AI ଟಡਪન、ࣗݾओಋֶ

शࢧԉ（(OA-）ͳͲの機がある。

（3） ࣮ ݧ࣮ূ
ҎԼの実ূ実ݧを、ژࢢのߴ等ֶߍ・தֶߍにて

行った。

ᶃࣝϚοϓ・"* ਪનʗखॻ͖ղղੳ

ֶにお͍ては、தֶ 1ʙ �年とߍߴ 1年にࣝϚ

ッϓをಋೖし、ཧղঢ়گのਪఆと AI ਪન機を実

した。AI ਪનのため、合ܭ 8��� のֶԋश

を #PPL3PMM ొした。ӳޠにお͍ては、ଟಡ用

デδタルֆ本 ��0 ኮ・จ法ࣝϚッޠ、をొし

ϓ作成のためのϝタデータをநग़してதֶ・ߍߴӳޠの

ኮࣝϚッϓを構ஙした。ͦしてதֶੜをରにしたޠ

ࣝϚッϓを用͍た୯ޠशಘঢ়گに基ͮき、ଟಡ用ֆ本

のࣗಈਪનを実施した。また、ੜెのετϩーΫの࣌間

間ִにԠ͡て、�ஈ֊のετϩーΫ৭͚、ղաఔの

Ξχϝーγϣϯをදࣔし、ղ࣌間ετϩーΫ、

ͭの৭のׂ合ͳͲのಛྔに基͍ͮてΫϥεタϦϯグす

る機を開発した（手書きղղੳ、ਤ �）。Ϋϥεタ

Ϧϯグ݁果からయܕతͳղをநग़してੜెにϑΟーυ

バッΫする機をಋೖし、தֶ（ੜె ��0 ໊）のֶ

でޮ果をূݕした。

ᶄࣗݾओಋ学शࢧԉʢ(0"-ʣ

ੜెのࣗݾओಋֶशྗを্するため「(OA-（(PBM�

OSJFOUFE�ADUJWF�-FBSOFS）」を開発し、ঢ়ଶੳඪ

ઃఆ、ϞχタϦϯグ、ৼりฦりをࢧԉする機を実し

たʢਤ �ʣ。தֶ・ߍߴのੜెܭ ��0 ߍߴ）໊ 1年ੜɿ

ਤ �　�ࣗ ԉʢ(0"-ʣਤࢧओಋతͳଟಡ学शݾ �　�ͭ ·͖ͣのࣗಈݕ出のͨΊのखॻ͖ղղੳ

ਤ �　ΞΫςΟϒ・ϦーσΟンάઓུʹΑΔಡղࢧԉ

�42�3のઆ明 4DBO���4LJN
2VFTUJPO 3FBE 3FQMBZ 3FGMFDUJPO
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280 ߍߴ、໊ 2年ੜɿ100 ໊、தֶ 1ʙ �年ੜɿ��0 ໊）

が、ࣗݾओಋతͳӳޠଟಡを実施した。また、ӡಈ・݈

活ಈをଌఆできるΨーϛϯεϚーτΥッνを、தֶ߁

1ʙ �年ੜとߍߴ 2年ੜܭ ��0 ໊にした。Ψーϛ

ϯεϚーτΥッνと (OA- を௨͡て、ࣗݾओಋతਭ

վળとӡಈνϟϨϯδのূݕ実ݧを実施した。

ᶅΞΫςΟϒ・ϦーσΟンάઓུʹΑΔಡղࢧԉ

ߍߴ 1 年ੜ �8 ໊とߍߴ 2 年ੜ �2 ໊のӳޠत業で

#PPL3PMM を用し、ΞΫςΟϒ・ϦーデΟϯグઓུの

手ॱとして、SDBO  SLJN、2VFTUJPO、3FBE、3FQMZ、

3Fq�FDUJPO と͍った手法をಋೖしてಡղをਐめる2S2�3

にԊってֶशし、ޮ果をূݕしたʢਤ �ʣ。

ᶆΤϏσンεϙータルʢ3&"-ʣ

エビデϯεをੵ・ڞ༗するためのॴとして、エビ

デϯεϙータル「3EA-（3FBM�XPSME�EWJEFODF�AOBMZTJT�

-JCSBSZ）」を開発し、ࢣڭ研究ऀがࣗのհೖの༰、

おΑͼデータੳํ法に͍ͭてهೖできるϑΥーϚッτ

を用ҙした。また、γεςϜにΑるࣗಈతͳհೖのޮ果

ਪఆを行う४උとして、՝の༰ڭतํ法ͳͲのत

業報をऩूするμッγϡϘーυをඋし、त業Ϟデル

の構ங・ূݕを行ったʢਤ �ʣ。

（1）  ࣮ ᶃɿࣝϚッϓ・AIݧ࣮ূ 推નʗख
書͖ղղੳ

�ʣࣝϚοϓ・"* ਪન

தֶ・ߍߴֶにࣝϚッϓと AI ਪનをಋೖし

た݁果、Ӿཡ行ಈࣝϚッϓ、ίーεεέδϡールに

Αる、Ϋイζਪનのݸผ࠷దԽがՄにͳった。தֶӳ

にࣝϚッϓとଟಡ用ֆ本のࣗಈਪનをಋೖした݁ޠ

果、ଟಡ活ಈの利ศੑと༗用ੑの্にՃ͑て、ੜెの

Ϟνϕーγϣϯのҡ্࣋にもྑ͍ޮ果がಘられた。

शをத৺として、ͳͥਪન͞れたかֶޠはֶとӳޙࠓ

ͦのཧ༝આ໌をੜ成することでΑりೲಘしてֶशに取り

めるΑうにして͍きた͍。

�ʣखॻ͖ղղੳ

手書きղղੳを �か݄間実施し、ڭһ 2人にΞϯ

έーτௐࠪを行ったとこΖ、γεςϜのかりす͞、

ධՁ（�ຬ͍ߴの利用ҙཉにؔしてޙࠓ、す͍͞

研究ͷ成果3

ਤ �　�ΤϏσンεੵ・ڞ༗のͨΊのΤϏσンεϙータルʢ3&"-ʣ

ΤϏσンεのੵ ΤϏσンεのొ
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"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンʹΑΔऔΓΈ
σジタルࡐڭ৴γεςϜ#PPL3PMMΛ༻͍ͨڭҭσータऩ集・ੳج൫γεςϜͱΤϏσンεڞ༗γεςϜ

の �）をࣔしたことを֬認した。また、ڭһ 2໊

のイϯタビϡーでは、ಛに成ෆৼͳੜెに༗用であ

るとのҙݟをಘた。ޙࠓは、ϖϯετϩーΫからಘられ

るֶशϓϩηεデータを用͍てͭまͣきϙイϯτのݕग़

ͭまͣきϙイϯτにԠ͡たਪનにԠ用することで、ݸ

ผ࠷దͳֶशࢧԉを実ݱして͍きた͍。

（2） ࣮ ԉ（(0A-）ࢧओಋ学शݾᶄɿࣗݧ࣮ূ
�ʣӳޠଟಡͱࣗݾओಋ学शࢧԉ

、1年ੜ��໊をରに�ि間のࣗओଟಡを実施しߍߴ

ԉ「あり・ͳし」のࢧओಋֶशݾࣗ 2グルーϓでൺֱ

した݁果、ࢧԉありグルーϓ（���� ୯ޠ）はࢧԉͳ

しグルーϓ（1��� ୯ޠ）にൺてଟ͘のӳޠֆ本を

ಡΜͩ。தֶ 1年ੜ 120 ໊をରに 2か݄間行ったݕ

ূ実ݧでは、ੜెがࣗのଟಡඪを࣋って͍れ、ݕ

ূ期間தに 間を֬อでき、ଟಡϞ࣌間Ҏ্のଟಡ࣌�

νϕーγϣϯをҡ࣋しͳがらࣗݾओಋֶशྗをߴめた

ことを֬認した。͞らに、தֶ 1年ੜ 120 ໊をରと

した 1年間の実ݧを実施し、ࣗݾओಋతͳӳޠଟಡに

Αる܇࿅લޙでのଟಡεϐーυをൺֱしたとこΖ、全ମ

で 1間たりにಡめる୯ޠは �� からޠ 1�2 まޠ

で্がったとの݁果がಘられた。

�ʣӡಈ・݈ ԉࢧओಋ学शݾಈͱࣗ׆߁

ਭվળのূݕ実ݧでは、ૣ৸ૣىきܕのੜెのಡ書

ͳ͘ڧがੑͳり、ֶ年が্がるとͦのؔ͘ߴがྃ

る݁果がಘられた。また、ӡಈνϟϨϯδのূݕ実ݧで

は、ੜెのඪのେখではͳ͘、ਐのϞχタϦϯグと

ৼりฦりがาにେきͳӨڹを༩͑ることが໌らかにͳ

った。ޙࠓは、ਭվળ・ӡಈνϟϨϯδのμッγϡϘ

ーυを開発して、ֶशऀࣗのϥイϑεタイルをৼりฦ

って、ࣗݾओಋྗを্できることが期͞れる。

（3）  ࣮ ᶅɿアクティブ・リーディングઓུݧ࣮ূ
ʹΑΔಡղࢧԉ
ΞΫςΟϒ・ϦーデΟϯグઓུにΑるಡղࢧԉをূݕ

した݁果、ੜెのޠኮಡղྗを্ͤ͞、ੜెのत業

活ಈのࢀՃଅਐに立って͍たことが໌らかにͳっ

た。͞らに、ΞΫςΟϒ・ϦーデΟϯグઓུを活発に行

ったੜెは、ෆ活発ͳੜెΑりӳޠの成がߴかったこ

とを֬認した。ޙࠓはಡղֶशをৼりฦることのॏ要ੑ

をྀߟし、ΞΫςΟϒ・ϦーデΟϯグにಛԽしたμッγ

ϡϘーυを開発する。μッγϡϘーυを利用してֶशऀ

がࣗのಡղ成果をৼりฦり、त業のதでֶश活ಈの一

ͭとしてڞ༗することにΑり、ֶशऀのಡղྗとಡղҙ

ཉ、ϝタ認ྗ等をߴめることが期できる。また、ڭ

にとっては、ֶशऀとΫϥε全ମのϩグを֬認するこࢣ

とで、त業४උ࣍に取るきΞΫγϣϯの断ͳͲが

ޮత・ޮ果తにできることが期͞れる。

（4） ࣮ ᶆɿエビデンスϙータル（3EA-）ݧ࣮ূ
ߍߴ 1年ੜのֶをରに 1か݄間行ったূݕでは、

ఏҊしたत業ϞデルにΑって ��ˋのੜెが、ීஈΑ

りも࣭のྑ͍त業にͳったとの݁果がಘられた。ޙࠓは、

γεςϜにΑるࣗಈతͳհೖのޮ果ਪఆ技術をಋೖし、

ϑΟーυバッΫͳͲのհೖのޮ果をエビデϯεとしてొ

できる機を開発する。このत業Ϟデルとエビデϯε

ϙータルを用͍て、ੵ͞れたエビデϯεを用͍たςー

ϥーϝイυڭҭを実ݱすることが期できる。

本報告では、デδタルࡐڭ৴γεςϜ「#PPL3PMM」

を用͍たڭҭデータऩू、ੳ基盤γεςϜ「ϩグύϨ

ッτ」とエビデϯεڞ༗γεςϜ「3EA-」に͍ͭて実

ূ実ݧを行͍、-EA'�γεςϜを用͍たֶशऀのεタデ

Ο・ϩグを利活用するྫࣄ成果をಘた。֤ྫࣄの成果と

༗ޮੑにΑり、ϥーχϯグΞφϦςΟΫεとエビデϯε

に基ͮ͘ڭҭを実ݱするΈを構ஙした。

・ᶃからᶆまでのεタデΟݧのలとして、実ূ実ޙࠓ

ϩグ活用ޮ果݁ূݕ果は、エビデϯεϙータルを௨͡て

エビデϯεϨίーυετΞ（E3S）にొし、エビデϯ

εをநग़・ڞ༗するΈをূݕする。

また、一ൠࣾஂ法人エビデϯεۦಈڭܕҭ研究ٞڠձ

（EDE 法人）を௨͡て、ࡦ立Ҋऀ研究ऀ、実ફऀ、

ຽ間ا業等が࿈ܞして、֘γεςϜをࣾձにల開する

༧ఆである。

·ͱΊͱޙࠓͷల4
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ҭのありํをڭにお͚るߍֶ SPDJFUZ���0 のֶͼ࣌

のとਐԽͤ͞るため、ϕςϥϯࢣڭのݧܦڭҭε

Ωルを AI 技術にΑって͍ͭでもݱ࠶Մとし、エビデ

ϯεに基͍ͮて、ݸ人（ֶशऀ）のಛੑに合Θͤたςー

ϥーϝイυڭҭを実ݱする。۩ମతには、ֶڭߍҭݱ

のビッグデータを取ಘ・ੵして AI 技術とΈ合Θͤ

ることで、طଘのֶशํ法、ࢦಋํ法をղੳ・࠷దԽし、

ֶशऀのੑݸݸʑのशख़度に合Θͤ、ܧ続తͳֶशに

ਵして࠷దͳֶशίϯςϯπをఏڙするγεςϜを開

発した。

また、εタデΟ・ϩグのऩूੵ、ੳを行うため

に、దͳՃಉҙͳͲをڐした্で、ڭһのΈͳ

らͣ、क़ϕϯνϟーا業、ڭҭ行୲ऀͳͲにもڞ

༗ՄͳϖμΰδΧル報ϓϥッτϑΥーϜに͍ͭて研

究開発を行った。

（1） ࣮ 期間ࢪ
2018 年度ʙ 2022 年度

（2） ࣮ 法ํࢪ
�ʣݸผ࠷దԽ͞Εͨ学शࢧԉΛ࣮͢ݱΔʮペμΰジΧ

ル"* Τンジンʯのڀݚ開発

2020 年度は、ӳֶޠशのためのイϯタϥΫςΟϒί

ϯςϯπఏࣔڥとして、ᶃӳޠଟಡにదしたࡐڭఏ ・ࣔ

ӳจಡΈ্͛・֬認ੜ成を行うӳֶޠशࢧԉγες

Ϝ「EOBWJT」の機を֦ுし、-JTUFOJOH ֶश用Իデ

ータੜ成・ޠኮʗจ法߲ͳͲにؔ࿈する݀ຒめࣗ

ಈੜ成を行うとともに、ᶄӳޠ発ϦζϜ܇࿅ΞϓϦの

機を֦ுし、SQFBLJOH の࣭が্する（発ϦζϜ

είΞがฏۉ 80Ҏ্とͳる）Αうͳ܇࿅ํ法の構ஙと

実ূを行った。

2021 年度は、

w�ӳֶޠशऀのޠኮྗϨϕルをਪఆするޠኮਪఆ技術

w�ӳޠֆ本ӳࣈ新ฉࣄهͳͲの著作権ॲཧࡁΈのӳ

จίϯςϯπをఏࣔするӳޠଟಡֶशࢧԉγεςϜ

「EOBWJT」

w�ӳจίϯςϯπからのจ法ࣗಈੜ成技術

w�本人の発ԻでΑりネイςΟϒの発ϦζϜに͍ۙ

Իにมするӳޠ発ϦζϜ܇࿅ΞϓϦ

の࢛ͭを࿈ͤ͞ܞた、イϯタϥΫςΟϒӳֶޠशࢧԉ౷

合ڥのϓϩτタイϓを構ஙした。

2022 年度は、イϯタϥΫςΟϒӳֶޠशࢧԉ౷合

、࿅ΞϓϦのείΞと܇発ϦζϜޠを活用してӳڥ

EOBWJT・ޠኮਪఆ・ࣗಈੜ成の݁果のݸ人での

૬ؔੳを行͍、ΞϓϦにΑる SQFBLJOH の࣭の্が

研究ͷత1

期間ͱํ法2ࢪ࣮

˔ベςϥンࢣڭのݧܦڭҭεΩルΛ "* ٕज़ʹΑ͍ͬͯͭͰݱ࠶Մͱ͠ɺΤϏσンεʹ͍ͯͮجɺ
ɻ͢ࢦΛݱҭの࣮ڭਓʢ学श者ʣのಛੑʹ߹Θͤͨςーϥーϝイυݸ

ҭ学ʣใϓϥοトڭ༗ՄͳペμΰジΧルʢڞҭ行୲者ͳͲʹڭɺۀһक़ɺベンνϟー企ڭ˔
ϑΥーϜʹ͍ͭͯڀݚ開発Λ行ͬͨɻ

Τψ・ςΟ・ςΟ・ίϛϡχέーγϣンζࣜג会ࣾɺ日ຊి৴ిࣜג会ࣾ

ϖμΰジΧル情報ϓラットフォームͷ࣮ݱͱ
社会࣮ʹ͚た研究開発

"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンʹΑΔऔΓΈ
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"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンʹΑΔऔΓΈ
ペμΰジΧルใϓϥοトϑΥーϜの࣮ݱͱࣾ会࣮ʹڀݚ͚ͨ開発

-JTUFOJOH、3FBEJOH、8SJUJOH の࣭の্ある͍はྗ

とͲのΑうにؔ࿈して͍るのかূݕした。

۩ମతには、イϯタϥΫςΟϒӳֶޠशࢧԉ౷合ڥ

で取ಘしたデータをରとし、ཧղ度มԽ・ਪఆ技術の

実ূ、おΑͼֶशޮ果ਪఆ・༧ଌ技術、ֶशϓϥϯੜ成・

Ϩίϝϯυ技術を構ஙしてͦれͧれޮ果を実ূした。ֶ

शޮ果༧ଌおΑͼϨίϝϯυ݁果に͍ͭては、্هイϯ

タϥΫςΟϒӳֶޠशࢧԉ౷合ڥにお͚るࣗಈੜ

成、࣍のֶशϓϥϯをఏࣔしてֶशऀのֶश行ಈをܧ

続తにੵ。ͦのޮ果を、౷合ڥで取ಘ͞れるޠኮ

มԽ・খςετの成とরらし合ΘͤてධՁし、ޮ果を

。したূݕ

また、実ূ実ݧにお͍ては、用ֶशサイτ E�S

（EOHMJTI���TLJMMT）のίϯςϯπをࡐڭとして、ϖμΰ

δΧル AI エϯδϯにΑるਪનをあΘͤて実施した。

�ʣ૬ޓӡ༻ੑΛ֬อͨ͠ペμΰジΧルใϓϥοト

ϑΥーϜのڀݚ開発・࣮ ༻Խݕ౼

2020 年度は、ϓϩτタイϓ -3Sˎ�の༗用ੑを実ূ

し、-3Sূݕでߍ を N55 ίϛϡχέーγϣϯζのサー

ビεとしてఏڙできるΑうにした。

2021 年度は、ίϯςϯπఏࣄڙ業ऀとަবし、N55

ίϛϡχέーγϣϯՊֶ基ૅ研究ॴ（$S 研）ͳͲが行

うϖμΰδΧル AI エϯδϯの研究開発に必要とͳるε

タデΟ・ϩグをऩू・ఏڙできるΑうにした（$S 研ͳ

Ͳと࿈ܞし、εタデΟ・ϩグऩूに必要ͳデータηッτ

を໌֬Խ）。

͞らに、ϖμΰδΧル AI エϯδϯの研究開発ঢ়گ・

実用Խ断を౿ま͑、ࣗするϓϥッτϑΥーϜとして

のビδネεϞデルҊをࡦఆした。

2022 年度は、ࣾձ実に͚て、AI エϯδϯࣗମの

ޮ果ࢢ、ূݕੑ、続に͚た技術ূݕ、おΑͼγε

ςϜ࿈ࣜํܞを研究開発した。

�ʣ૬ޓӡ༻ੑ͕୲อ͞ΕΔεタσΟ・ϩάのඪ४֨نの

ఆࡦ

2020 年度は、ֶश要ૉϦετのඪ४ࡦఆͳͲをඪ

とし、YAPIˎ�ϓϩϑΝイル༷Ҋとࢉ・ֶにؔす

るֶश要ૉϦετをεタデΟ・ϩグඪ४֨نとしてࡦఆ

した。

2021 ʙ 2022 年度は、YAPI ϓϩϑΝイル༷Ҋのߋ

新ͳͲをඪとし、2020 年度にࡦఆしたεタデΟ・ϩ

グඪ४֨ن（YAPI ϓϩϑΝイル༷Ҋとࢉ・ֶに

ؔするֶश要ૉϦετ）を、ޙࠓの -3S とのデータ࿈

として活用してもら͑るΑうίϯςϯ༷にඪ४ࡍのܞ

πࣄ業ऀにରしてަবをܧ続。YAPI ϓϩϑΝイル༷

に͍ͭては、ਵߋ࣌新を実施த。

Δ「ϖμ͢ݱԉを࣮ࢧద化͞Εた学श࠷ผݸ  （1）
ΰジΧル AI エンジン」ͷ研究開発
2020 年度は、ଟ༷ͳεタデΟ・ϩグデータ（ಛにς

ετのਖ਼ޡ、ܽଛがあってもかまΘͳ͍）をରと

して、જࡏతͳֶྗಛを༗するֶशऀ܈をࢣڭͳし機

ցֶशの手法でޮతにநग़し、ཧղ度の্要Ҽをਪ

ఆする手法を構ஙした。۩ମతには、これまでに構ஙし

た.POPUPOJD�7AE 法ˎ�をܽଛにもରԠするΑう֦ு

し、ֶशऀ間でҟͳるςετにؔするεタデΟ・ϩ

グを用͍て、ൣͳֶྗௐࠪデータのੳを実ݱした。

また、ಛతͳֶྗを༗するֶशऀ܈のநग़݁果にରし

て、ઐՈのҙݟを取りೖれͳがら༗ޮͳࡐڭをϨίϝ

ϯυした。͞らに、ֶशऀのཧղ度มԽデータをੵす

ることで、ཧղ度มԽֶशऀ܈おΑͼݸʑ人のֶྗ্

に༗ޮͳࡐڭのநग़、ޮ果ਪఆ手法おΑͼϨίϝϯυ

手法のϓϩτタイϓを構ஙし、εタデΟ・ϩグの活用と

ཧղ度มԽに基ͮ͘ςーϥーϝイυֶशڥ構ஙに༗ޮ

ͳエビデϯεをநग़したʢਤ �ʣ。

2021 年度は、�0 ໊ఔ度のେֶੜをରに 1ສޠҎ

্のӳ୯ޠີ度データϕーεを構ஙし、গのޠኮの

νΣッΫにΑってֶशऀのޠኮをਪఆする技術おΑ

ͼ、ֶशऀのֶशཤྺςετ݁果からະशಘޠのީิ

をਪఆする技術を構ஙした。イϯタϥΫςΟϒӳֶޠश

にお͍ては、ֶशऀे໊をରূݕの機ڥԉ౷合ࢧ

に実ূを行͍、ֶशޮ果エビデϯεをऩूした。

また、2020 年度に開発したཧղ度ਪఆ技術、ֶशޮ

果ਪఆ技術に͍ͭて、ඪ४ֶྗௐࠪͳͲで取ಘ͞れるେ

研究ͷ成果3

ˎ� 学習履歴データを格納するデータベース。

ˎ� あらゆる学習履歴（経験）データを収集・記録するためのデータ仕様のオープン標準規格。

ˎ� 深層学習のモデルの一つ。
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に基ͮき、εタデ（行用ඪ४データࢼ）ͳデータن

Ο・ϩグのੵにରԠしたྻܥ࣌データに֦ுし、ஞ࣍

ֶशのޮ果をଊ͑るཧղ度ਪఆ技術、ֶशޮ果ਪఆ技術

を構ஙした。͞らに、ࢼ行用ඪ४データに基ͮ͘を

ਪનしたֶशऀ܈の、ཧղ度্のޮ果がࠐݟまれるڭ

ԉ౷ࢧशֶޠਪન技術を構ஙし、イϯタϥΫςΟϒӳࡐ

合ڥをは͡め、֤実ূߍで取ಘしಘるଟ༷ͳεタデ

Ο・ϩグにରԠͤ͞、ݸʑのֶशऀにదしたςーϥーϝ

イυֶशのエビデϯεをੵした。また、2022 年度の

実ূに͚、イϯタϥΫςΟϒӳֶޠशࢧԉ౷合ڥと

࿈ܞする্での全ମΞーΩςΫνϟઃܭ・構ஙを実施し

たʢਤ �ʣ。

2022 年度は、ߴ等ֶߍのӳֶޠशࢧԉにお͍て、

期తにイϯタϥΫςΟϒӳֶޠशࢧԉ౷合ڥを活用す

ることにΑり、ܧ続తにεタデΟ・ϩグをੵするとと

もに、ಈతͳਪનを行ֶ͍शޮ果のূݕを実施した。

実ݧにࡍしては、ϓϩτタイϓγεςϜをվमし、イϯ

ターネッτܦ༝でଟ人がಉ࣌に利用できるγεςϜを

構ஙした。また、ઌ行実ݧの実ࢀݧՃऀ（ੜెおΑͼ

続ܧのվྑをࡐڭһ）からのϑΟーυバッΫをड͚てڭ

తに実施した。

ઌ行実ݧでಘられたܧ続తͳֶशデータを用͍て、ϖ

μΰδΧル AI エϯδϯの֤要ૉ技術である、ᶃཧղ度

มԽ・ਪఆ技術の実ূ、ᶄֶशޮ果ਪఆ・༧ଌ技術、ᶅ

ֶशϓϥϯੜ成・Ϩίϝϯυ技術をվྑし、期తͳε

タデΟ・ϩグからಘられるݸʑのֶशऀのཧղ度มԽに

基ͮき、ֶशޮ果༧ଌおΑͼϨίϝϯυにΑるςー

ϥーϝイυֶशのޮ果をূݕする実ূ実ݧを実施した。

実ূ実ݧでऩूしたεタデΟ・ϩグにϖμΰδΧル

AI エϯδϯの֤要ૉ技術をద用することにΑり、ݸʑ

のֶशऀのཧղ度のมԽをજྗֶࡏಛ空間্でྻܥ࣌

తにѲし、ݸʑのֶशऀのͦの࣌のཧղ度ঢ়گにԠ͡

て、ະֶशのͦれͧれのにରする༧ଌਖ਼のߴਫ਼

度ͳਪఆを実ݱした。これにΑり、ݸʑのֶशऀのཧղ

度ঢ়گにదしたқ度の܈をࣗಈతにநग़し、ֶश

ऀのݸʑのજྗֶࡏಛを্するのに༗ޮͳ܈を

ংྻԽすることがՄとͳった。

実ূ実ݧでは༧ଌਖ਼ ��ˋの܈をਪનし、ϥ

ϯμϜにをղ͍たࡍのਖ਼が �0� ఔ度の܈と

8�� ఔ度の܈のͲͪらにରしても、実ࡍのਖ਼が

ඪである ��ˋఔ度にऩଋし、期తͳֶशにΑるཧ

ղ度ঢ়گのมԽにਵして、ֶशޮ果が期できる

をಈతにਪનできる機を実ূした。Ҏ্のϖμΰδ܈

Χル AI エϯδϯの֤要ૉ技術の機実ূにΑり、ֶश

のޮを্するとともに、ֶशऀのϞνϕーγϣϯҡ

ݱを実ڥにޮ果のあるϨίϝϯυがՄͳֶश࣋

した。期తͳֶशのޮ果に͍ͭては、実ূߍのྗڠの

Լで֎部ݧࢼのडݧ等にΑるূݕをܧ続して͍る。

（2） ૬ޓӡ用ੑを֬อしたϖμΰジΧル情報
 ϓラットフォームͷ研究開発・࣮用化検౼
2020 年度は、ੵ͞れたֶशϩグの要ૉを、ՄࢹԽ

用μッγϡϘーυにΑって、ίϯςϯπϝタデータϢ

ーβー属ੑ報ͳͲの֎部報とΈ合ΘͤることにΑ

り、ରとͳる期間ίϯςϯπ、ֶ年、ΫϥεのΈ

合Θͤでબしたूஂにରして、「ษ࣌ڧ間」、「Ϣχ

ーΫ利用ऀ」、「行ಈछผׂ合」、「利用࣌間ଳ」をՄࢹ

Խできることを֬認した。

2021 年度は、εタデΟ・ϩグのऩूにあたって、

-3S として構Խ͞れたデータにՃ͑、ඇ構Խデータ

学शࢧԉϓϥοトϑΥーϜ

ίンςンπࡐڭ

学श者"

オンライン 
教材コンテンツ PF

LPS
スタディ・ログ

&/"7*4

ӳޠޠኮ
推ఆ

2. 学शޮ果 推ఆ༧測技術

݀ຒΊ
ࣗಈੜ成

ଟಡコンテンπ
ఏࣔ

ӳޠ発話
リズムม

インタラクティブӳޠ学शࢧԉڥ
ENA7IS

3. 学शϓランੜ成Ϩコϝンυ技術

1. 理ղ度ੳ 推ఆ技術

&OHMJTI��TLJMMT

ਤ �　ςーϥーϝイυ学शڥ ਤ �　ӳޠ学शࢧԉ౷߹ڥʮ&/"7*4ʯ

ኮਪఆςεトޠ

จ法֬ೝςεト

݀ຒΊ

ฒͼସ͑

画૾આ明

スタディ・ログ

ኮਪఆςεトจ法֬ೝςεトޠ�・
ʹΑΓ学शୡ成ϨベルΛѲ
・�ペμΰジΧル "* Τンジン͕学श者の
ͭ·͖ͣϙイントΛਪఆ͠ɺͦΕΛ
͢ΔΛਪન͢ΔインタϥΫࠀ
ςΟϒӳޠ学शࢧԉڥ
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"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンʹΑΔऔΓΈ
ペμΰジΧルใϓϥοトϑΥーϜの࣮ݱͱࣾ会࣮ʹڀݚ͚ͨ開発

をؚめてデータを取ಘした。また、データੵ基盤であ

る -3S を、N55 ίϛϡχέーγϣϯζの「まͳͼϙέ

ッτ」にて実し、υϦルࡐڭͳͲをఏڙするίϯςϯ

πࣄ業ऀがԣ断తにデータを活用できるΈを構ஙし

た。

用Խに͚てのੑ要݅ରࡦに͍ͭては、-3S ୯ମ

と֎部報࿈ܞのデβイϯύターϯにͦれͧれ $23Sˎ�

とฒྻࢄॲཧがదであることをಋग़しこれを࠾用し

た。-3S に $23S ύターϯは、まͳͼϙέッτの認ূに

基͍ͮたࡧݕΫエϦ੍ޚが行͑るため、ڭһڭҭ委һ

ձと͍ったϩール੍ޚॴ属࣏ࣗମにΑるデータڞ༗の

。がՄにͳったޚ੍

ࣗするϓϥッτϑΥーϜとしてのビδネεϞデルҊ

は、N55 ίϛϡχέーγϣϯζの全国のӦ業৫がఏ

Ҋ・ൢചを୲͍、ڭҭ委һձֶߍ法人ͳͲのൢ

ച、おΑͼൢചཧళϕϯμーͳͲをܦ༝した間

ൢചをఆして͍る。

֦ൢに͚たϓϩϞーγϣϯ施ࡦとしては、

w�まͳͼϙέッτެࣜ8FC サイτ、'BDFCPPL、5XJUUFS

での報発৴

wڭ�ҭ委һձ・ڭ৬һ͚活用研म（ݸผʗΣビφー）

w�ൢചళ͚サービεઆ໌ձ

w�ηϛφー開࠵

w�֤छイϕϯτのग़ల

ͳͲをఆして͍る。

（3）  ૬ޓӡ用ੑ͕୲อ͞ΕΔスタディ・ログͷඪ
४֨نͷࡦఆ
2020 年度は、ίϯςϯπࣄ業ऀにରして、ޙࠓの

-3S とのデータ࿈ܞに͚たࡍのඪ४༷として YAPI

ϓϩϑΝイルの活用をఏҊした。また、ֶश要ૉϦετ

に͍ͭては、複（2ࣾ）のίϯςϯπࣄ業ऀとྗڠし、

ίϯςϯπࣄ業ऀのࣗલࡐڭとಥ合͍を行͍༗用ੑにͭ

͍てূݕした。

2021 年度は、YAPI ϓϩϑΝイル༷のਵߋ࣌新を実

施した。

ଶは、N55ܗऴ࠷ ίϛϡχέーγϣϯζがఏڙする

「まͳͼϙέッτ」্に $S 研が開発したϖμΰδΧル

AI エϯδϯを実し、ಉࣾのൢ࿏を活用して全国のڭ

ҭ委һձをターήッτに用ల開を行うことをࢦして

͍るʢਤ �ʣ。

ͳお、ࣾձ実に͚ては、表 �にࣔす՝のର

Ԡが必要と͑ߟる。

·ͱΊͱޙࠓͷల4

ΧςΰϦー ՝ ରԠࡦ

AI エンジン
自体の効果
検証

・ 学習履歴の時系列
を対象とする分析

・ 多種類の教材 / 学
習履歴を対象とす
る横断的な分析

・ 相互運用性を確保したペダゴジ
カル情報プラットフォーム上で
の実証実験の実施

・ 上記プラットフォーム上での一
般利用者からの長期的な実証実
験データの取得

社会実装
（ 商 用 化 に

向けて）

w 市場性
サービスとして需要
性、顧客ニーズの確
認

・ これまでฐ社がまなびポケット
で築いたリレーションを活用し、
教育委員会 / 学校法人等、販売
代理店への需要 / ニーズ調査を
実施

w 技術面
AI エンジン搭載 ( 商
用化 ) に向けた要件
整理、必要なリソー
ス / イ ン フ ラ 設 計 /
システム連携方式の
検討

・ CS 研成果である AI エンジンを
実装し検証を実施

w 法制度面
個 人 情 報 等 を 含 む
デ ー タ を 第 三 者 に
オープンにするため
の法制度への対応

・ 事業者毎の対応ではなく、本実
証で得られた知見や各種ガイド
ラインにԊった対応

表 �　ࣾ会࣮ʹ͚ͨ՝

まなびポケット

࿈ܞ

・FϙートϑΥϦΦ
・υϦルࡐڭɺσジタルڭՊॻ
・学ߍӡӦɺFUD������

σジタルࡐڭ・तࢧۀԉπール

γンάルαインΦン

ϙータル

・Ϣーβーใཧ
・学शϩάཧ

教育委員会

担当者

学校

先生 生徒

家庭

保護者

8J�'Jʗ
ϞόイルωοトϫーΫ

ਤ �　ペμΰジΧルใϓϥοトϑΥーϜ

ˎ� コマンド クエリ務分離を表し、データ ストアの読み取りと更新の操作を分離するパターン。
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本研究開発にお͚る「ه߸త AI」とは、人のͭ࣋

ࣝをه߸తにهड़し、ͦのهड़をもとにਪするΈ

である。このΈをֶशऀのߟࢥのΈとしてఏڙ

し、ֶशऀにͦのΈにԊったߟࢥをͤ͞ݧܦるを

ίϯϐϡーター্で実行することが「ݧܦߟࢥのデβイ

ϯ」である。デβイϯ͞れたߟࢥのは、ద度ͳࣗ༝度

をอͪͭͭݶఆ͞れたߟࢥが行Θれることから、ߟࢥに

ؔする、Αりతで構Խしす͍データが取ಘでき

る。取ಘ͞れたデータを用͍てߟࢥύターϯをݕग़する

技術を用తཧϞデルをϕーεとする人ܭ౷、ࡍ

͍るが、これを「౷ܭత AI に基ͮ͘ߟࢥύターϯのݕग़」

として͍る。

ैདྷのֶशࢧԉが、ղのਖ਼ޡޡのछྨに基͍ͮ

て͍たのにରして、ߟࢥύターϯがݕग़できれ、「Ͳ

う͍ったߟࢥを行ったのか」に基ͮきֶशをࢧԉできる。

これは、Αりݸʑのֶशऀに合Θͤたࢧԉとͳり、本研

究開発では「ςーϥーϝイυֶशࢧԉ」とఆٛする。

（1） ࣮ 期間ࢪ
2018 ʙ 2020 年度

（2） ࣮ 法ํࢪ
本研究開発では、「ᶃه߸త AI に基ͮ͘ݧܦߟࢥのデ

βイϯ」、「ᶄ実ફを௨してಘられたデータに基ͮ͘౷ܭ

త AI を用͍たߟࢥύターϯのݕग़」、「ᶅߟࢥύターϯ

に基ͮ͘ςーϥーϝイυֶशࢧԉの開発」、「ᶆϙータϒ

ルでηΩϡΞͳܕࢄデータཧ」と͍う࢛ͭのサϒς

ーϚをઃఆした。ਤ�にࣔす研究ମ੍εΩーϜを構ஙし、

ᶄのςーϚに͍ͭてはౡ業େֶ、ᶅのςーϚに͍ͭ

てはޱࢁେֶに࠶委託してڞಉで研究開発を行った。

本研究開発のϕーεとͳる、「ه߸త AI に基ͮ͘ߟࢥ

のデβイϯ」のΈをਤݧܦ �にࣜతにࣔす。

報ॲཧΞϓϩーνに基ͮ͘認Պֶにお͍ては、人のࢥ

はあるଆ໘からࣝとਪにΑってϞデルԽできるとߟ

して͍る。ه߸త AI は、ࣝをه߸Խし、ͦのه߸ॲ

ཧとしてਪをίϯϐϡーターで実ݱすることをࢦし

たものである。

これにରして、認తにଥੑをอってࣝਪを

するこڙをֶशऀにఏ߸هԽできて͍る合、ͦの߸ه

研究ͷత1 期間ͱํ法2ࢪ࣮

˔ຊڀݚ開発Ͱɺه号త "* ͱ౷ܭత "* の方Λ׆༻ͨ͠ςーϥーϝイυͳ学शࢧԉの࣮ݱΛͨ͠ࢦɻ

号తهɺʮᶃڀݚ˔ "* తܭ౷ͮ͘جʹのσβインʯɺʮᶄ࣮ફΛ௨ͯ͠ಘΒΕͨσータݧܦߟࢥͮ͘جʹ
"* Λ༻͍ͨߟࢥύターンのݕ出ʯɺʮᶅߟࢥύターンʹͮ͘جςーϥーϝイυ学शࢧԉの開発ʯɺʮᶆϙー
タϒルͰηΩϡΞͳܕࢄσータཧʯͱ͍͏࢛ͭのαϒςーϚʹ͚ͯ行ͬͨɻ

号తه˔ "* 場ʹ͓͚Δ࣮ફΛ௨ͯ֬͠ೝͰ͖ͨɻ·ͨɺݱҭڭのσβインの༗༻ੑΛɺݧܦߟࢥͮ͘جʹ
࣮ફΛ௨ͯ͠ಘΒΕͨσータʹ౷ܭత "* Λద༻͢Δ͜ͱͰɺߟࢥύターンݕ出のՄੑ͕ࣔͤͨɻ

国ཱେ学法ਓౡେ学

ͷデザインͱݧܦߟࢥతAIʹ基ͮ͘߸ه
౷計తAIʹ基ͮ͘ߟࢥパターンͷ検ग़ʹΑΔ
テーラーϝイυ学शࢧԉ

"*Λ׆༻ͨ͠ώϡーϚン・インタϥΫγϣンʹΑΔऔΓΈ
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とが本研究開発とͳる。ैདྷのه߸త AI・エΩεύー

τγεςϜにؔする研究開発にお͍ても、ίϯϐϡータ

ーが行ったਪࣝを人がཧղできるΑうにઆ໌する

ことはඇৗにॏ要ͳ研究՝であり、౷ܭత AI にରす

る༏Ґੑの一ͭであると͑ߟられてきた。本研究開発で

はه߸Խ͞れたࣝਪを、ֶशのための֎తݯࢿ・

。తに利用するۃԽするಓ۩として、Αりੵࡏ֎をߟࢥ

本研究開発では、ֶशڥでఏ͞ڙれた֎తݯࢿのૢ

作としてߟࢥが֎ࡏԽ͞れ、ͦのૢ作データがߟࢥのデ

ータとͳり、౷ܭత AI のॲཧରとͳる。౷ܭత AI は

ۙ年ඇৗにେきͳ成果を্͛て͍るが、ରデータのલ

ॲཧおΑͼग़ྗ݁果のղऍが؆୯ではͳかった。このೋ

ͭがఆࣜԽしす͍ը૾Ի、ある͍は༁としての

にお͍てはଟ༷ͳ研究がਐめられて͍るが、これらޠݴ

のఆࣜԽがし͍ରにؔしては、必ͣしも成果が্が

って͍るとは͍͑ͳ͍。

本研究開発は、一ൠతにはデータの取ಘࣗମがし͘、

また、ؔ࿈データをूめてきたとしてもͦのલॲཧղ

ऍがし͍ߟࢥにؔするデータॲཧύターϯநग़を、

のૢ作データおΑͼͦݯࢿԽ、すͳΘͪ֎తࡏ֎のߟࢥ

のղऍとして行う。ߟࢥύターϯがநग़できれ、ݸʑ

のֶशऀのͭ࣋ύターϯに基͍ͮたֶशࢧԉがՄとͳ

る。ैདྷのֶशࢧԉにؔする研究が、ֶशऀのղのਖ਼

ཤྺとޡのछྨある͍はֶशऀのこれまでのਖ਼ޡޡ

͍ったものをϕーεとして͍たのにରし、ֶशऀのߟࢥ

ύターϯに基ͮ͘ことで、ֶशऀのߟࢥにదしたݸผੑ

のࢧ͍ߴԉが期できる。また、これらをେنに実ݱ

する্で、ଟ͘のֶशऀから҆全ͳܗでデータをशಘす

るΈを用ҙする必要があり、ͦのためのϙータϒル

でηΩϡΞͳܕࢄデータཧのઃܭ・開発も行った。

త߸ه （1） AI ʹ基ͮ͘ݧܦߟࢥͷデザイン
本研究開発でのه߸త AI に基ͮ͘ݧܦߟࢥのデβイ

ϯとしては、これまで行Θれてきたઌ行研究開発を౿ま

͑、「୯Ґࢉจষをରとした立てιϑτΣΞ」、

「複合ࢉ・ֶจষをରとしたྔ間ؔ構立

てιϑτΣΞ」、「ӳจಡղをରとした֓೦Ϛッϓ

立てιϑτΣΞ」をͦれͧれ実ફతにඋし、ڭҭݱ

で利用しͳがらデータをऩूした。

�ʣ୯ҐࢉจষΛରͱཱͨͯ͠ιϑトΣΞɿϞ

ンαΫン

ਤ �に୯Ґࢉจষをରとした、立てιϑτ

ΣΞɿϞϯサΫϯˎ�のイϯターϑΣーεをࣔす。こ

のιϑτΣΞでは、ֶशऀにରして֎తݯࢿとしてΧ

ーυのܗでྔ֓೦ˎ�を༩͑、ྔ֓೦の合ͤとして

をΈ立てͤ͞る。ਤ �の合、ӈにฒΜͩͭޒの

߲はޠݴでද͞れる一ͭのྔ֓೦をදして͍る。ݸʑ

のྔ֓೦は、ྔが属する「ओମ」、ྔとしての「ϥϕル」

本研究ͷ成果3

ˎ� 広島大学で開発された、「問題を解くのではなく、問題をつくる」ことで学習するソフトウェア。問題をつくる過程において問題の持つ「構
造」を意識することで「構造を理解する力」を養う。

ˎ� 文章題に現れる量を表わす概念であり、数は量概念の値として意味を持つ。

ਤ 体੍εΩーϜڀݚ　�

記号的人工知能
（知識と推論の記号化による計算機の知的化）

思考経験のデザイン
外在化された
操作としての思考

操作空間の提供
操作の計算

「思考」の構成要素 「思考」の計算機処理

知っていること 導いたこと

変換

共有

ਤ のσβインのΈݧܦߟࢥ　�
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おΑͼ「」のͭࡾで構成͞れ、実ମ（イϯεタϯε）

としてのྔ֓೦とͳって͍る。このྔ֓೦をΈ合Θͤ

ると、֓೦間にԋؔࢉがੜ͡ることがある。ࢦఆ͞れ

たԋؔࢉがੜ͡るΑうにྔ֓೦をΈ合Θͤることを

తに、จষをΈ立てͤ͞る。۩ମతには、దͳ

ΧーυをબΜでࠨにあるͭࡾの空ཝをຒめることで、Χ

ーυの合ͤをͭ͘る。ͳお、୯Ґจষとは、ԋࢉ一

ͭのԋؔࢉをੜ͡るจষのことである。

本研究開発では、2020 年度にあるখֶߍとٞڠし、

全ֶ年でのこのΑうͳจষをत業で実施した。実施

༰おΑͼऩूしたデータの֓要を表 �にࣔす。ୡ成՝

、ղʗ՝、εςッϓʗ՝はฏۉである。

εςッϓは、Χーυૢ作ճをදす。त業は �1� ໊

のࣇಐがࢀՃし、総ܭ 10�0 人のγεςϜ利用・ݶ࣌

を行った。ਖ਼しͭ͘͘られたが�1�8�であり、

作の総が 8120� であることから、 �0000 

のෆదͳ作ྫࣄがಘられ、280��� εςッϓのΧ

ーυૢ作データがಘられた。

�ʣෳ߹ࢉ・学จষΛରͱͨ͠ྔؒؔߏཱ

ͯιϑトΣΞɿ֯ࡾϒϩοΫ

ਤ �に複合ࢉ・ֶจষをରとした、ྔ間ؔ

ֶ。ϒϩッΫਤをࣔす֯ࡾ構立てιϑτΣΞの

शऀは、Χーυのܗでఏࣔ͞れたྔ֓೦のԋؔࢉを構

తにΈ立てた。Έ立てられたԋؔࢉを、طの

を用͍てॱࢉܭ࣍して͍͘合はࢉతͳٻํ法と

ͳり、このྔؔをํఔࣜԽしతにղ͘合には

ֶతͳٻํ法とͳる。

ιϑτΣΞに͍ͭては、一ͭのখֶߍにお͍て

228 人（�、�年ੜ・ݶ࣌ 228 ໊、�2� ՝、�1�� ղ、

���81 εςッϓ）、ೋͭのதֶߍにお͍てܭ ��2 ・ݶ࣌

人、一ͭのߍߴにお͍てܭ �00 人の実ફ利用を・ݶ࣌

行͍、ӡ用ՄੑとデータऩूՄੑを֬認して͍る。

�ʣӳจಡղΛରͱͨ֓͠೦ϚοϓཱͯιϑトΣ

ΞɿΩοトϏルυ֓೦Ϛοϓ

ਤ �にӳจಡղをରとした、Ωッτビルυ֓೦Ϛ

ッϓˎ�の立てྫをࣔす。このιϑτΣΞでは、ಡ

ˎ� 概念マップの長所を生かしつつ、作成した概念マップを容қに利用できるようにする構築手法。

ˎ� 分析や意思決定に使われる「人の知見」とデータを融合させて要因分析が行えるモデリング手法。

ਤ �　�୯ҐࢉจষΛରͱཱͨͯ͠ιϑトΣΞɿϞンα
Ϋン

ࡐڭ 学年 ݶ࣌ ਓ ୡ成
՝

ղ �
՝

εςοϓ �
՝

ࠩจষ
࡞

小 1 2 104 22.1 2.81 10.5

小 2 2 105 31.2 2.67 9.70

小 3 2 89 35.5 2.76 9.99

小 4 2 93 38.7 2.29 8.60

小 5 2 122 41.7 2.28 8.90

小 6 2 104 43.2 2.19 8.33

আจষ
࡞

小 3 1 83 51.2 2.63 6.88

小 4 1 87 62.3 3.03 9.28

表 �　࣮ફ͓Αͼऩ集σータ

ਤ �　ΈཱͯΒΕͨ֯ࡾϒϩοΫのྫ ਤ �　ΈཱͯΒΕͨ֓೦Ϛοϓのྫ
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ղしたӳจに͍ͭての֓೦Ϛッϓを、ఏڙした部から

ֶशऀにΈ立てͤ͞た。部は、ڭһがಡղରのӳ

จにରして作成した֓೦Ϛッϓをղすることでಘられ

たものであり、ݩの֓೦Ϛッϓとൺֱすることでֶशऀ

が࠶構成した֓೦Ϛッϓがࣗಈ断できる。

ιϑτΣΞに͍ͭては、一ͭのߍߴで、20� ・ݶ࣌

人の実ફ利用を行͍、ӡ用ՄੑとデータऩूՄੑを

֬認して͍る。

（2） ౷計త AI を用͍たߟࢥパターンͷ検ग़
త߸ه」、ԉに用͍るためにࢧデータをֶशݧܦߟࢥ

AI に基ͮ͘ݧܦߟࢥのデβイϯ」でಘられる۩ମతͳ

ग़する。ࣗがݕύターϯをߟࢥ、データからݧܦߟࢥ

る͚ͭݟって͍る報をΈ合Θͤて、ଥͳ構を࣋

ことがߟࢥであるとすると、ߟࢥύターϯには「構（

ࣝ）」と「ϓϩηε（ࣝのํ͍）」の 2छྨがある

と͑ߟられる。構のύターϯでΈ立てた構のଟ༷

ੑ、ϓϩηεのύターϯで構をΈ立てて͍͘手ॱの

ଟ༷ੑをࣔすことで、Ͳの部からͲのΑうͳॱংで

Έ立てて͍͘のかと͍ったこと、Ͳの部で行き٧ま

るかと͍ったことをྨできる。

また、ߟࢥύターϯのݕग़にはೋͭのҙຯがある。一

ͭはࣄલにݕ౼できたߟࢥύターϯが実ࡍにग़ݱするか

のূݕであり、もう一ͭはࣄલにݕ౼できたҎ֎のύタ

ーϯのݕग़とͳる。このため、実ࡍのݧܦߟࢥデータか

ら౷ܭతにߟࢥύターϯをݕग़する。また、ݕग़したࢥ

ύターϯをデータと݁ͼ͚ͭ、の機でઆ໌すߟ

ることで、ݕग़したߟࢥύターϯのଥੑをূݕする。

実ݧ・データのऩूはౡେֶで実施し、౷ܭత AI

を用͍たデータのॲཧ・ύターϯநग़はౡ業େֶに

委託して実施。ಘられたύターϯのղऍおΑͼҙຯ͚

は、ౡେֶとౡ業େֶにお͍てڠಉで実施した。

（3） ݁ 論
サϒςーϚ「ᶃه߸త AI に基ͮ͘ݧܦߟࢥのデβイ

ϯ」にؔしては、ॳ年度に複の実ફࢀՃڭҭ機ؔを

બఆし、第 2年度にお͍てڭҭݱとௐを行͍ͳが

らγεςϜ開発とςετత利用を行った。第 �年度に

実ફӡ用とデータऩूを行った݁果、খதߍߴにお͍

て 2�2� తܭ人の実ફを実施し、౷・ݶ࣌ AI を用͍た

ग़にお͍て必要ेとͳるݕύターϯのߟࢥ �8��0 ղ

、��8��0 εςッϓのデータがऩूでき、本研究開

発のΞϓϩーνが実ફతに༗用であることが֬認でき

た。

サϒςーϚ「ᶄ実ફを௨してಘられたデータに基ͮ

͘౷ܭత AI を用͍たߟࢥύターϯのݕग़」を実施する、

データऩूがՄであることも実ূできた。ॳ年度に౷

తܭ AI 手法のௐࠪを行͍、第 2年度にお͍てաڈのデ

ータを用͍たੳとࢹઢͳͲのੜମデータとのর

合をؚめてࢼΈ、ϕイδΞϯネッτϫーΫˎ�を用͍た

ύターϯݕग़が༗であると断した。第 �年度にお

͍ては、ϕイδΞϯネッτϫーΫを用͍てऩूしたデー

タからのύターϯੳをࢼΈ、ਖ਼ղの౸ୡ度を༗ҙに

্ͤ͞るঢ়ଶおΑͼ༗ҙにԼ߱ͤ͞るঢ়ଶのݕग़に成ޭ

した。ᶄのςーϚにؔしては࣌ݱでਐ行தの研究開発

とͳるが、ここまでの成果にΑって、新ੑنのあるςー

ϥーϝイυを実ݱする্での基ૅとͳるߟࢥύターϯの

நग़がՄであることがࣔͤた。

サϒςーϚ「ᶅߟࢥύターϯに基ͮ͘ςーϥーϝイυ

ֶशࢧԉの開発」は実ફデータからのύターϯநग़がՄ

とͳった第 �年度に開࢝し、اྗڠ業と合ಉでςー

Ϛᶄでநग़したύターϯに基ֶͮ͘शऀのదԠతϑΟ

ーυバッΫをઃܭした。このదԠతϑΟーυバッΫは、

ैདྷのղのਖ਼ޡޡのछྨに基ͮ͘దԠతϑΟーυ

バッΫにରして新ੑنがあり、本研究開発の新ੑنをࣔ

ͤたと͑ߟて͍る。

サϒςーϚ「ᶆϙータϒルでηΩϡΞͳܕࢄデータ

ཧ」に͍ͭては、ॳ年度おΑͼ第 2年度にお͍てڠ

を֬ఆすることができ༷してֶशϩグのٞڠ業とاྗ

た。

サϒςーϚᶃからᶅに͍ͭては、本研究開発を௨して

実ূできたと断して͍る。また、これらのࢼΈを一ൠ

Խして実施するための基盤としてのֶशϩグの༷も֬

ఆできた。これらのことから、本研究開発では第 �年

度までにઃఆした、必要ͳデータのऩूおΑͼ必要ͳ機

のઃܭ・開発に͍ͭて、おおΉͶୡ成したと断して

͍る。本研究開発のରとしたࢉจষおΑͼӳจಡ

ղにؔしては、ڭҭݱでの実ફとͦのޮ果の実ূをܧ

続తにਐめて͍͘ことで、ݧܦߟࢥをࢦしたςーϥー

ϝイυのֶशࢧԉのࣾձ実ྫࣄとして͍͘。

·ͱΊͱޙࠓͷల4




